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 １．議事日程（平成28年第１回北広島町議会定例会） 

平成２８年３月１５日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

於 議 場 

日程第１      一般質問 

 

一般質問 

 ≪参考≫ 

蔵 升 芳 信 新年度予算重点施策の取り組みを問う 

梅 尾 泰 文 自然環境を守り快適な生活を 

森 脇 誠 悟 ①特産品開発にもっと本腰を 

②本町の自殺対策の計画策定は 

藤 堂 修 壮 ①教育現場の安全確認を 

②長期総合計画について 

真 倉 和 之 平成２８年度に取り組むべき施策について 

美 濃 孝 二 ①断水事件を検証し、再発防止、危機管理・情報伝達の抜本的 

 改善を 

②小規模企業振興は地域再生の要、条例制定はどうなったか 

 

 ２．出席議員は次のとおりである。 

 

 １番 真 倉 和 之  ２番 中 田 節 雄  ３番 久茂谷 美保之 

 ４番 藤 堂 修 壮  ５番 梅 尾 泰 文  ６番 森 脇 誠 悟 

 ７番 柿 原 徳 則  ８番 室 坂 光 治  ９番 中 村 勝 義 

１０番 伊 藤 久 幸 １１番 浜 田 芳 晴 １２番 藤 井 勝 丸 

１３番 蔵 升 芳 信 １４番 田 村 忠 紘 １５番 美 濃 孝 二 

１６番 大 林 正 行 １７番 宮 本 裕 之   

 

 ３．欠席議員は次のとおりである。 

 

な し      

 

 ４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

 

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 空 田 賢 治 教 育 長 池 田 庄 策 

芸北支所長 成 瀬 哲 彦 大朝支所長 齋 藤 幸 司 豊平支所長 多 川 信 之 

危機管理監 松 浦   誠 総 務 課 長 古 川 達 也 財 政 課 長 信 上 英 昭 

企 画 課 長 山 根 秀 紀 税務課長補佐 西 村   豊  福 祉 課 長 清 見 宣 正 

保 健 課 長 多 田 誠 子 農 林 課 長 藤 浦 直 人 建 設 課 長 砂 田 寿 紀 

町 民 課 長 輪 田 孔 俊 上下水道課長 清 水 繁 昭 消 防 長 田 辺 弘 司 
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学校教育課長 石 坪 隆 雄 生涯学習課長 佐々木 直 彦 商工観光課長 隅 田 好 則 

会計管理者 三 宅 正 登 国土調査事務所長 石 川   斉 豊平病院事務部長 佐々木 靖 志 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員 

  議会事務局長  佐 伯 孝 之    議会事務局  田 辺 五 月 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午 前 １０時 ００分  開 議 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） おはようございます。ただいまの出席議員は１８名です。定足数に達してお

りますので、これより本日の会議を開きます。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

日程第１ 一般質問 

 

○議長（加計雅章） 日程第１、一般質問を行います。昨日に引き続き一般質問を続けます。質問

時間は３０分以内で、また、答弁においても簡潔に行うようお願いしておきます。質問者及び

答弁者は、マイクを正面に向けて行ってください。質問の通告を受けておりますので、１３番、

蔵升議員の発言を許します。 

○１３番（蔵升芳信） １３番、蔵升でございます。既に通告をいたしております新年度における

予算重点施策についてお聞きをいたします。まず最初に、新年度予算策定に当たって、本町が

直面している人口減少、少子高齢化等の緊急・不可避な課題に対して危機感を持って取り組ん

でいかなければならないということで編成をされました平成２８年度予算について、町長の施

政方針をもとにお聞きをいたします。平成２８年度予算は、財政調整基金などの基金９億５０

００万円の繰り入れを行い、重点施策について積極的に予算を配分したとあります。特に本年

度は、若者を中心とした定住対策、子育て支援及び集落機能の維持、健康対策事業、就業促進、

観光交流事業などソフト事業を重点課題とし、最大限の予算措置を講じた予算編成となったと

お聞きをいたしております。まさに本町が直面する緊急・不可避な課題への取り組みであると

共感をいたすところであります。この予算は、町長が掲げる３つの改革、開かれた行政と民間

手法の導入、地域の特性を生かす支所を拠点としたまちづくり、地域資源を活用した住みやす

いまちづくりを実現、実行するものだといわれております。町長就任４年目で、新年度予算に

込められた、この３つの改革の重点施策の内容、あるいは基金を繰り入れて編成された予算全

般についての所見、所信、また、平成２７年度補正予算を含め、本町における地方創生に向け

ての一歩が踏み出せたかどうか、町長の総括的な見解を最初にお聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 本町は昨年、合併１０周年の節目を迎え、また地方創生元年に位置づけられ
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た１年でもありました。今後、さらに少子高齢化が急速に進展することが懸念される中で、昨

年１０月には、北広島町人口ビジョン及び北広島町総合戦略を策定し、地方創生の本格的始動

を始めたところであります。新年度予算につきましては、財政状況が厳しい中、これまでの取

り組みを十分に検証しながら、事業の選択と集中を念頭に、効果的で効率的な予算を目標に、

この総合戦略が描く４つの基本目標を達成するため、国の補正予算、地方創生加速化交付金関

連予算を最大限活用し、政策課題に対し、積極的に重点配分をしたところであります。具体的

な取り組みとしては、若者定住対策の充実や、ふるさと夢プロジェクトによるふるさと教育の

充実、元気づくり推進事業による元気づくりと、地域の活性化、また地域課題解決の支援や農

家民宿、スポーツなどを中心にした交流人口の拡大による地域づくりなどを最重点施策として

考えております。これらの取り組みは一過性のものでなく、持続可能な取り組みでなければ地

方創生にはつながっていきません。その施策の実行に当たりましては、町民の皆様と方向性を

共有しながら、協働によるまちづくりを一歩ずつ着実に積み重ねることにより、明るく元気な

まちづくりを目指してまいります。地方創生へのその一歩は踏み出せたものと確信をしており

ます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 答弁いただきましたけども、地方創生への第一歩は、着実に踏み出したと

いうような自信を持った答弁であったかと思います。冒頭にも大変厳しい財政状況の中という

発言もございました。過疎法は、また５年間延長ということで、平成３２年まで延長されまし

た。こうして地方創生、町が生き残るためには、こうした財源を大いに使って、他の市町にお

くれをとらないような、先行して取り組みをぜひやってほしい、やるべきだと、そういう時期

だというふうに思っております。今も言いましたように、財源が厳しいという中の予算編成で

あったということでありますけども、この予算を見させていただくのに、もう少し歳入部分で

努力が要るんじゃないかなと、これから先を見越しても、じゃないかという思いがいたします。

随分増えたのが、努力のかいもあったことです。まだまだ努力が必要だと思うのがふるさと基

金、これ随分前年度までと比較して、２７年度増えてます。こうしたものもっともっと、この

２８年度予算では増やしていくというような取り組みを盛り込んでほしいという思いがします

し、あるいは町有地、以前からも取り組みがされてますが、町有地の売り払いということが、

声を出されておりますけど、なかなかこれが前にいかない。例えば雇用促進住宅の横に遊休地

があります。一等地に近いような場所ですけども、なかなか、四千万で売り出したけども売れ

なかったという過去があります。あそこも、今ちょっと台形の土地で、形の悪い地形になって

ますが、あそこ全部払い下げを受けて町有地になってますので、元の雇用促進住宅あたり。あ

そこの台形の土地をフェンスを取り除いて、もうちょっと四角にして、自由が利くんなら形の

いい土地にして売り払いをやっていくとか、いろいろな町有地の払い下げの中でも積極的に取

り組んでいくべきじゃないかという思いがします。また、舞ロードＩＣ千代田にしても、指定

管理でやっておられますけども、こうした施設も側面的な支援を行って、集客施設にお客さん

たくさん来ていただいて、売り上げを伸ばしていくと。見させていただきますと、２８年度は

指定管理で町からの持ち出しはないということでありましたけども、売り上げが伸びたその一

部を町へお返ししましょうというぐらいに、この道の駅を発展させるとか、さまざまな手法が

あろうと思います。そうした歳入部分、もうちょっと取り組みが要るんじゃないかなというふ

うに予算を見ながら思わせていただきました。ちなみに、ああこれはよかったなというのが、
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これまでに、今の雇用促進住宅を買い取って、８０００万で買い取りをされました。買い取っ

たほうがいいんじゃないかということで、声もあって。その８０００万で購入した雇用促進住

宅、今は町有住宅ですけども、３５００万ですか、２７年度で、家賃収入が。やっぱり箱物を

つくるとかいうのもいいですけども、そうした財源を求める手法をもっと探すべきじゃないか、

つくるべきじゃないかという思いがします。プールにしても、いろんなさまざまな施設があり

ますけども、利用料を見直すとか、利用者をふやすとか、そういう取り組みへの姿勢がもっと

歳入部分において見せていただきたいなという思いがします。町長４年目、１期４年目の最終

年度ということで予算を編成されました。今聞きますと、地方創生へ向けての第一歩を踏み出

せる予算であったという答弁いただいたんで、再質問の中、納得いく予算が組めたかどうかと

いうのを聞きたかったんですけども、財源のない中では納得いく予算だというふうに思ってお

られるかどうか、もう一度お聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 限られた財源の中での予算組みということで、いろいろ苦労もするところも

ありますけども、最大限の予算組みができたというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） そういうご答弁でございますが、冒頭にも言いましたけども、基金を取り

崩して、この２８年度予算を編成されました。財政課長とも話をしたことがありますが、年度

中途、できれば歳入を探して、なるべく基金の取り崩しを減らしていきたいという話もござい

ました。できれば、そうやっていただいて、少しでも有効にこの基金を活用いただきたいとい

うふうに思っております。それはお願いであります。２点目にいきます。まちづくり対策のう

ち、第２次北広島町長期総合計画についてでございますが、まちづくり総合委員会を中心に、

町民の声、意見を広く聞き、計画の策定を行うとあります。前段として、２０００人を対象に

実施する町民アンケート調査がございます。私のほうにも昨日来ておりましたけども、これが

町民の声を聞くという手段の一端ならいいんですが、全てがこの町民の声を聞く手段として、

アンケート調査しかないようにスケジュール表見させていただくとあります。この計画作成を

するに当たって、総合委員会だけで協議するんでなしに、その下に部門別、または分野別に部

会を設けて、町民が直接参加をし、計画にかかわりを持ち、意見を出し合うことができないも

のだろうかと。町長の言われる町民の声を聞く、町民参加のまちづくりは、ぜひこういう形を

とっていただきたいと思います。こういう形をとると、どうしても時間がかかります。この総

合計画をつくるのは、今年度の１２月を目処に計画策定を行っていくというスケジュールでご

ざいましたけども、そうしたまちづくり総合委員会の下に部会とか分野別の協議する場を設け

るおつもりはあるかないか、これから考えていくお気持ちがあるかないかをお聞きをいたしま

す。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 企画課から回答させていただきます。第２次北広島町長期総合計画策定

に当たりまして、住民の皆様の中から２０００人を抽出して、アンケート調査を実施をいたし

ます。１０年間取り組んできました施策についての成果、評価をお伺いする内容としておりま

す。また、４地域でのワークショップやまちづくりにかかわっていただいている地域づくり協

議会など、各団体へのヒアリングなどを検討しております。できるだけ多くの方から意見をい

ただきたいと思っております。具体的な方法につきましては、北広島町まちづくり総合委員会
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で協議をし、多くの方から意見をいただけるよう取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 各団体等のヒアリングを行って、幅広い意見を聞きたいということであり

ました。部会をつくろうという答弁でございませんでしたが、まちづくり総合委員会、委員が

１６名ということで、私ちょっとメンバーを知りませんけども、今もありました、各団体の代

表者の方が名を連ねておられるというふうに想像します。どうしても、この計画つくるのが担

当部署でまとめて案をつくって、この総合委員会へ提案してどうでしょうかということで、総

合委員会のほう、細かい討論、議論、将来の計画を練るということは、なかなか困難でありま

す。じゃあ先の部会なりできないんなら、この総合委員会の下に、今言われました各団体の代

表とかがメンバーになっておられると思います。例えば地域協議会なら地域協議会の会長さん

が出られているんだと思いますが、その会長さんの推薦で、各地域の振興会から１名ずつ代表

者を出していくとか、またはＪＡとか商工会とか会長さんが名を連ねておられるんかと思いま

すが、その会長さんでなしに、その事務担当者、直接かかわりを持つ関係者、実務者が紹介を

いただいて、下部組織として、そこでたたき台をつくると。そこでつくり上げて、積み上げた

ものを総合委員会にかけて審議をいただくと。ぜひ、本当の実務者が声を出し合って、知恵を

出し合ってやっていかないと、絵に描いたもちのような、これまでの総合計画ができてしまう

んじゃないか。本当にこの町が生き残るためには、この町を知った者が、この町をという思い

でつくられる計画が一番だと思いますが、そうした２段階層で計画をつくっていくという考え

も困難かどうかお聞きします。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 議員が言われますように、まちづくり総合委員会で、大体２時間程度の

会議をしますけども、その中で、いろいろ意見を伺って、その計画をつくっていくというのは

なかなか難しい状況があるとは思います。そのたたき台としましては、先ほど言いましたアン

ケートでありますとか、各種団体への聞き取り、それから、今言われましたが、その構成団体、

委員会を構成をしていただいております団体に対しても個別にヒアリングを行いながら、その

基本的な案という、素案がないとなかなか計画つくるというのは難しいと思いますので、素案

を示しながら、それに対して意見をいただいて計画を策定をしていきたいと思いますので、今、

議員が言われました方法も有効な方法の一つだというふうには思います。それが実現できるの

かどうかというところも含めて、協議会の中で、先ほど申し上げましたように、具体的な方法

については、これから諮ってまいりますので、その中で協議をしていきたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 答弁いただいたように、ぜひ検討いただいて、なるべく現場の声を本当に

酌み上げて、これからの１０年先の北広島町の計画づくりをというふうに取り組んでいただき

たいと思います。アンケート調査は、現状把握なり、町民のそれぞれの思い等は理解すること

は当然できます。ただ、これは町民の声がなかなかまちづくりに、計画に策定に参加できない

という弱点がありますので、アンケートは大変大切だと思うので、十分に生かしていただいて、

今答弁いただいたような方向で検討いただきたいと思います。それでは次に移ります。地域づ

くり振興対策というのがございますが、これでは、平成２７年度補正予算で、お試し住宅を町

内３地域、大朝、豊平地域において整備が行われるということであります。また、支所提案型

事業では、芸北、大朝、豊平地域において、それぞれ取り組みが行われ、それぞれの地域に合
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った取り組みが行われ、活性化につながるということでありますが、これについては全く異議

のないところであります。ですが、なぜか千代田地域には、こうした地域づくり振興対策、特

に今の提案型事業等については疎外というのか、枠外に置かれております。支所がないからよ

といわれれば、それまでですが、広島市も、広島市役所の本庁の隣には、中区役所という支所

がありますが、支所がないから、支所提案型事業には参画できない、千代田地域は別だという

ことであろうかと思いますが、なぜ対象外になっているのかということは、何年もたってから

聞くのはおかしいんですが、本日聞いてみます。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 議員の今のお話にもありましたけども、平成２８年度施政方針の地域づ

くり振興対策の中には、千代田地域における事業を明記をしておりませんけども、これによっ

て、千代田地域を地域づくり振興対策の対象外としているということではございません。お試

し住宅の整備につきましては、定住促進に積極的に取り組んでおられる集落や団体を対象にし

て行うもので、地域を限定したものではございません。先ほど２地域を申されましたけども、

そこからスタートしていくということでございます。また、支所提案型事業につきましては、

合併による職員の削減や本庁への業務集約により、本庁偏重となりがちな事業配分を改善する

ため、また、支所として担うべき地域の特性を生かした事業の企画立案機能が損なわれないよ

うにするために設けたものでございます。したがいまして、千代田地域におきましては、特段

この事業の枠を設けなくても、本庁職員によって地域の課題を把握し、それを解決していくた

めの適切な事業実施を行う体制は確保できているものと思っております。また、地域づくり振

興対策としての集落支援員の配置や、支所地域活動支援事業の予算措置については、千代田地

域を含めた４地域を対象に行っております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 千代田地域については、そういう体制は確保できたという答弁でありまし

た。それ以上は申し上げません。今のお試し住宅、豊平と大朝にできるということであります。

それは受け入れ体制ができたということで、先行してやられるということです。本当に定住促

進を図っていく手段として、空き家対策として、本当これすばらしい事業じゃないかと思いま

す。ぼんぼんぼんぼんこういうのを取り入れていただきたい。特に千代田地域は、町外から通

勤される方を定住いただくという中で、じゃあ小学校通ったりとか、いろいろな条件を見てか

らでもいいから定住してくださいという、そういうお試し住宅はぜひ欲しい、通勤者のために、

千代田地域へ通勤される方、空き家対策も含めて、これをもっともっと増やしていくお考えは

あるかないか。私は、ぜひこれは広めていく、増やしていくべきだと思うんですが、町長どう

でしょうか。ご意見をいただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） ２８年度から新しく取り組むことでありまして、今、先行して取り組んでい

ただくのは、地域の皆さんと一緒になって、そういうお試し住宅を進めていくということで取

り組みを始めようとしております。こういった取り組みが全町にわたって拡大をしていくこと

が一番望ましいというふうに思っておりますし、新しく若い方などが、その地域に入ってこら

れて、地域と一緒になってうまくやっていくためには、どうしても地域の皆さんの協力という

ものも必要になってくるというふうに思っておりますので、ぜひ、輪を広げていきたいという

ふうに考えております。 
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○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 今、私がたまたま申し上げたのは千代田地域ということであります。今の

豊平、大朝のような、地域と一体となって、地域に溶け込んでいただくためのお試し住宅、こ

れはこれで大切だと思います。千代田地域の場合は、地域と一体となって等も当然あるんです

が、住みやすくて教育環境もいいと。働く場所はあるという形でＰＲなり、特に空き家対策と

して取り組みをやっていただきたい。これは行政主導でやっていただきたいと思うんです。千

代田地域の場合は特に。地域がそういう受け入れ体制があるから、そういうお試し住宅をやる

んでなしに、空き家を空き家情報バンクへ提供してもいいという方があれば、そういう声をか

けてみて、いい場所であれば、そういう取り組みもやっていただきたい。これはお願いであり

ます。時間がありません。次いきます。農業振興対策の中でございますけども、本町の貴重な

財産であります町有林についてでございます。この町有林の現地調査を継続しながら、長期的

な活用計画の策定を行うということが掲げてございました。現在、町有林の現地調査は行われ

ておるんでしょうかということと、また計画策定をやるということでございますが、計画策定

の内容、あるいは計画策定の目標年次等について、いつごろになるんかということをお伺いい

たします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 農林課からお答えします。町有林の管理計画の策定については、平成２

７年９月から、広島県林業課及び広島県西部農林水産事務所の協力と支援を受けまして取り組

みを進めております。現在までの取り組み状況としては、全体概要の把握と方向性の確認を行

い、森林簿、森林計画図や航空写真を活用しまして森林情報の収集を行っております。また、

芸北地域の人工林２カ所について、現地調査、山の森林の状況とか地形等の調査を行っており

ます。今後の予定としまして、人工林については、過去の施業履歴の洗い出し、集約と整理、

現地調査を行い、台帳の整備を行ってまいります。計画策定の時期については、今年の１２月

を目処として、今準備、実施しているところでございます。続きまして、計画策定の内容でご

ざいますが、管理計画の基本イメージとして、森林の持つ公益的機能の維持・増進を図る森林

と保全の森と、木材の生産の可能な森林、活用の森に大きく分け、それぞれについて管理の方

向を策定することとしております。この計画の目標年次でございますけど、５０年から１００

年後を想定し、長期的な計画策定と直近の５年程度の事業計画を策定してまいります。引き続

き、町の財産であります町有林の施業について、国庫の補助金等活用しまして、効率的な森林

整備を計画的に進めてまいります。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 今年の１２月をめどに調査を行うということであります。本当、この町の

財産の町有林なんですが、生かすためには、本当こうした調査をしていただいて、今は５０年

から１００年先の計画なり、５年先をということでございましたが、先般も説明をいただいた

んですが、芸北に、調査段階ですが、風力発電を希望される企業があるというような話もござ

いました。そのためには作業道つけて、山の頂上までと。その作業道は将来的には、その山を

管理するための道にもなるというような話もございましたし、加計山麓、２００町歩ある加計

山麓、これの活用も常々いろいろ話が出ます。ぜひ、こうした調査をもとに、その森林を活用

できる、即手がつけられるという体制づくりだけは早急に整えていただきたいことを要望して、

大体にわかりましたので、今の質問については終わります。次です。若者・子育て世代魅力づ
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くり対策というのがございます。最重点課題として、さまざまな取り組みを展開するとありま

す。このことについては、これについても全く異論のないところでございますが、大いに取り

組みを進めていただきたい対策であります。そこで、何点かお聞きをいたします。この中で、

空き家を活用した定住対策強化を行うとありますが、強化される具体的内容をお聞きいたしま

す。また、不妊治療費の全額助成拡充など、出産、子育てに関する新規の取り組み、あるいは

拡充される取り組みについても、その内容をお聞きをいたします。さらに、実施が見送られて

いた医療費の負担軽減について、高校生まで拡充を図るということでございますが、実施が８

月１日からということでございます。なぜ、新年度当初からの実施にならなかったのか。とり

あえず、以上３点についてお聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） まず、空き家の活用につきまして、企画課から回答させていただきます。   

本町においても問題になりつつある空き家対策の観点からも、空き家を定住対策の一つとして

活用することにより、既にある空き家の減少や空き家発生の抑制が期待をされます。このこと

からも、空き家を活用した定住対策を推進してまいります。具体的には、田園空間ライフスタ

ートアップ事業、移職住のトータルサポート、この移職住は、移住の移と、職業の職、住居の

住ですけども、トータルサポートと題して、田舎暮らしを希望される方が移住先を探す場合、

一時的に町内に滞在し、暮らしや仕事などを体験したり、探したりする拠点となる仮住まいを

空き家を活用して実施をいたします。施設の整備や管理、運営を定住対策に意欲的な地域や団

体にお願いをして、利用者とのコミュニケーションをより密にしていただくことにより移住後

の生活をイメージしやすくするなど、仮住まいの提供だけではなく、町内のさまざまな魅力に

富んだライフスタイルを紹介して、体験してもらうことで、より多くの方に北広島町への定住

を選択していただけるよう取り組んでまいります。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 若者・子育て世代魅力づくり対策の保健課のほうの新規事業についてご

回答させていただきます。出産、子育てに関する新規の取り組みは、子供のインフルエンザの

予防接種の費用の助成を開始をいたします。子供の季節性インフルエンザ予防接種は、予防接

種法の任意接種に位置づけられているため、今までは全て自己負担で接種をされています。そ

こで、接種１回当たり、自己負担を高齢者と合わせて１０００円で接種できるようにいたしま

す。予防接種を受けていただくことで、感染予防と重症化予防に取り組んでまいりたいと思い

ます。また、拡充する取り組みといたしまして、特定不妊治療費の助成を拡充をいたします。

広島県が行っております不妊治療費助成額、これ１５万円なんですけれども、これを除いた費

用の全額を助成をいたします。不妊治療されるご夫婦の経済的負担を軽減し、治療に専念でき

る環境を整備をしていきたいというふうに思っております。保健課からは以上です。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清見宣正） 続いて福祉課から説明をいたします。出産、子育てに関する新規の取り

組みにつきましては、ブックスタート事業を新たに実施いたします。赤ちゃんと絵本を楽しみ

ながら、親子のふれあいのきっかけづくりとしていただくため、赤ちゃんへ絵本をプレゼント

するものです。この取り組みにつきましては、民生委員、児童委員と連携を図りながら取り組

んでまいります。また、拡充する事業としましては、町内全保育施設の５歳児を対象としまし

た交流保育がありますが、これまで年１回のスポーツ活動などを通じて体力づくりを実施して
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おりましたが、新年度では、年２回に増やし、児童の創造力や感性を育むための芸術活動等を

メニューに取り組んでいきます。以上です。 

○議長（加計雅章） 町民課長。 

○町民課長（輪田孔俊） 医療費の負担軽減に係る件につきましては、町民課からお答えいたしま

す。１８歳まで年齢を拡充するにあたりまして、小中学校のような義務教育と違って、いろい

ろなケースが想定されるということと、４月は異動等もあり、混乱が予想されます。また、シ

ステムの改修、周知期間、申請をいただく期間も必要なことから、福祉医療の更新に合わせて

８月１日のスタートとさせていただくこととしました。今後、ケースごとの受給者の資格確認

を行いまして、制度拡充の周知徹底を図り、円滑に実施できるよう準備に当たってまいりたい

と考えております。以上です。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） いろいろ、もうちょっとよけいよけい拡充なり子育て支援等についてはあ

るんかなと思いましたが、あまり答弁がなかったんですが、私、自分で勉強してますが、特に

出産、子育てとかいう情報が、なかなか周知がしづらいんじゃないか。例えば広報紙で流して

も、おやじさんが読んだら、あとはちょっとよそへ逃げて、若い人たちは目に通すことがない

とかいう状況、インターネットで一々、町のホームページで探しなさいというのもこれ大変、

たまたま、パッと目につく一覧表とか、何かこういうので周知されたらまだまだいいんかなと。

知らない方が結構おられるんじゃないかなという、相対的な話ですけども、空き家情報バンク

なんかというの結構見やすいんです。ぽーんと出てきて。子育て支援なんか、なかなかまだ探

しづらいとこあります。ぜひそういうことを考えていただきたいのと、改めて聞きますが、空

き家情報バンク、この前いただいた行政報告は、登録件数が３６件、交渉中も含めてですが、

利用希望の登録件数が３５０件、１０倍も利用したいという方がおられるのに物件数が少ない

ということで、ぜひ、さっきのお試し住宅もいいんですが、登録物件を増やしていただきたい。

北広島町のホームページをのぞいて、一番アクセスの多いのが、この空き家情報バンクなんで

すよね。これに一番よく皆さんのぞいておられる。もっともっと活用してほしいと思います。 

   今のはそれでいいんですが、不妊治療費の全額助成、私は大変すばらしい取り組みだと思い

ますし、つけ足しに聞きますが、年齢制限とか回数制限があるのかどうかというのを１点聞い

てみます。それと高校生までの医療費の負担軽減ということでありましたけども、８月がもう

ちょっと早くならんかという質問の中で、いろいろシステムとか周知期間とかあったようです。

それは仕方ない。大体年間、高校生まで広げていくと、予算的に、財源的にどの程度、年間に

した場合、概算どのぐらいかかるのかというのをお聞かせいただきたいと思います。以上です。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 不妊治療の年齢制限と回数のことでございますけれども、今、国のほう

が高齢の方の年齢を２８年度から４３歳未満に限るというふうなことは出ておりますので、町

も、それには従っていくようになると思います。それから２８年度に新規申請をされる方につ

きましては、３９歳以下の方は通算６回、４０歳以上の方になりますと、４３歳になるまでの

通算３回というふうに回数も規定されることになりますので、できるだけ早い年齢のうちに結

婚をしていただいて、不妊のご相談の場合には、早目に治療を開始をしていただくというふう

なことも保健課のほうではご相談に乗っていきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 町民課長。 
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○町民課長（輪田孔俊） 高校生に対する扶助費を行った場合の予算ということでございますけれ

ども、対象になります高校生が約４９０名ということで推計をしたところ、約５６０万円程度

になるのではないかというふうに今現在では推計をしております。以上です。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 次にいきますけども、教育環境の充実ということ、長年、私も何度か質問

の中で要望してまいりましたが、八重小学校のトイレがやっと改修されるという予算が組まれ

ております。それと千代田中学校の屋内運動場が大規模改修に向けた取り組みを行うというこ

とで予算措置がされております。早期の完成を望むところでございますけども、それぞれの工

程をお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（石坪隆雄） それでは、それぞれの工程についてご説明をさせていただきます。

八重小学校のトイレ改修工事につきましては、設計を６月末までに完成をさせ、入札手続を行

いまして、夏季休業中、夏休みに工事を終え、児童がトイレを使えるように主要な工事を終え

ていきたいと考えております。次に、千代田中学校屋内運動場大規模改修工事についてでござ

いますけども、学校と連携をしまして、平成２８年度１年間をかけて大規模改修工事の設計を

行います。大規模改修工事につきましては、学校施設環境改善交付金等の交付状況を見ながら、

平成２９年度に着工を行いたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 八重小学校のトイレについては、夏休み期間中に終えるということで、休

み期間中がいいんかなと。実際いうと、トイレのにおい等は夏場が問題になるんで、早くでき

んかなということで、仕方ないと思います。夏休みには絶対に完了するような工程でやってい

ただきたい。それと千代田中学校については、２８年度中に設計を組んで、２９年度着工とい

うことでございましたが、着工ということは聞いたんですが、完成はいつになるかと、それは

２９年度で全てやるということかどうかということと、千代田中学校の体育館の大規模改修は、

やられるときは、千代田運動公園の体育館を活用するというような方策はとれるものかどうか、

これはまだ来年の話になると思いますが、そこらあたりも聞いてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（石坪隆雄） 交付金がつきましたら、２９年度１年間で完成をしていきたいとい

うふうに考えております。それから、工事中につきましては、千代田運動公園の体育館を利用

させていただいて、体育なり、あるいはクラブ活動については、そこを利用していきたいとい

うふうに考えております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 次ですけども、子育て支援対策として、これまで私も道の駅に遊具の設置

をということで、何度か提案してきたところですが、なかなかできません。過疎計画にも掲げ

られておりますけども、遊び場創生プロジェクトがこの２月に子育て中の役場職員をメンバー

に立ち上げたということでございます。子育て世代から要望の強い、この遊び場づくりへの取

り組みが早期に実現されることを望むところですが、この遊び場創生プロジェクトの具体的な

取り組み内容をお聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清見宣正） それでは福祉課から説明をいたします。乳幼児、児童の遊び場充実につ
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きましては、平成２７年３月に策定しました北広島町子ども・子育て支援事業計画においても、

重点的に取り組むべき事業の一つとして掲げております。子育て世代の町職員で構成します遊

び場創生プロジェクトチームは、取り組みの第一段階として編成したものでございます。子育

て施策の担当課だけでなく、各課の枠を超えて、広く意見を集め、自由な発想のもとに、遊び

場創生プランを策定していくことを目的としております。現在、町内各地の情報収集を行って

いるところでございますが、さらに、現地調査や町外の先進地の視察なども行ってまいりたい

と考えております。また、各地域に出向きまして、子育て中の方々の意見を集めたり、ワーク

ショップの開催によりまして、アイデアを募ったりしまして、遊び場創生プランに反映をして

まいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） すばらしい取り組みだというふうに感じております。ただ、行政担当者で

構成ということで、どうも気になるのが、行政担当者でやりますと、財政的な裏づけを気にし

ながら、思い切った発想ができないというところに若干弱点があるんじゃないかという思いが

します。そこらは気にせずに考えよということを町長のほうから言ってもらって、動いてもら

えばいいんじゃないかなというふうに思います。こうして取り組みを始められました。でも、

予算的にあまり大きな問題でない場合があれば、いい案が出れば、年度中途でも、どんどんど

んどんそれを生かしていくという取り組みをぜひやっていただきたい。子育て、最重点課題と

いう位置づけをされておりますので、大きな気持ちで取り組んでいただいて、大きな声で描い

ていただいて、見せていただきたい、実績をですね。そういうふうに思いますので、よろしく

お願いをします。今の質問については以上です。最後に、観光振興対策で、中世城館跡への案

内看板、あるいは八幡地区において看板の設置を行うというお話を聞きました。本町全般の看

板の統一を図るということで、サイン計画が策定されておりますが、随分前にできたと思うん

ですが、どうなっているのかという疑問がございます。また今回、今言いました看板の設置等

については、このサイン計画に基づいた形で、設置がされるのかをお聞きするのと、全町的な

サイン計画の実施というのは、どういうスケジュールなり計画をお持ちなのかお聞きをしてみ

たいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 企画課から回答させていただきます。平成２４年度に策定をしました北

広島町サイン計画の具体化と発展を推進するものとして、平成２６年度に北広島町サイン整備

実施計画を策定をしております。この計画の策定、運用により、わかりやすい町内の観光案内

誘導の実現とともに、北広島町らしさをひも解き、将来の社会資本となる美しい里山景観、田

園風景の醸成を目指しております。具体的な取り組みとしましては、計画の中で、魅力的な景

観、観光資源を有することから、サイン整備重点地区とした八幡地区において、サイン整備に

関する意見交換会を開催し、地域づくりと連動したサイン整備となるよう協議を進めていると

ころでございます。これに基づき、平成２８年度には具体的な整備に着手する予定となってお

ります。また、今回設置の中世城館跡への案内看板整備でございますが、サイン計画における

田園文化情緒を生かすという方向性や表記などの基本ルールを踏まえつつ、中世城館跡にふさ

わしいデザインを検討し、それに基づく案内看板を設置することとしております。このサイン

計画の今後の取り組みでございますけども、先ほど申し上げましたように、まずはモデル地区

として八幡地域に看板を設置をし、それから、やはりまだサイン計画に対する町民の方の周知
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といいますか、まだそういったところが不足をしておると思いますので、それをしながら、さ

らに町内のサイン整備へかかっていきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） このサイン計画は、私らが以前聞いたときは、町内の看板を一斉に、この

サイン計画に基づいてやり替えるんだ、取り替えるんだという思いでおったんですが、そうい

う計画はないということですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 議員が言われますように、一斉に取り替えができれば一番いいんだとは

思いますけども、やはり財政的な問題等もございますので、優先順位をつけながら実施をして

いくことになるのではないかというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） とりあえず、観光案内看板、こういうところから一斉に手がけていただい

てということで、ぜひ取り組んでいただきたいという要望で終わりたいと思います。質問は、

これで一応終わるんですが、最後に、箕野町政１期４年というものを迎えてきました。これま

での３年間は、前町長の手がけた事業の仕上げを行ってきただけの町政運営であったような感

がいたしますし、そう私は感じております。また多くの町民もそう感じているのではないかと

思っております。国、県とのパイプも乏しく、新たなまちづくり対策も皆無に近い。言い方悪

いんでございますが、足踏みの３年間であったのではないかと思えております。しかしながら、

この間に学ばれたことも多々あり、思いを強くされたことも様々にあったと察するところであ

ります。箕野町政運営４年目の今年、こうした経験をもとに、人口減少に少しでも歯止めのか

かるまちづくり対策に全力で取り組んでいただくことを望むところであります。言いづらいこ

とを申し上げましたけども、私もこれまで、町は変わりましたけども、５人の町長のもとで、

町政運営にかかわりを持たせていただきました。すばらしい町と誇りを持てる町に住んでいる

と実感をしてきたこれまでであります。箕野町政のこれまでの３年間、そして今年にかけるま

ちづくりについて、町長に思いがあれば、最後にお聞きをし、質問を終わります。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） これまでの３年間でも新しい取り組み、多くの芽生えが出てきておると思い

ます。ソフト事業中心のものでありますので、大きな物理的な建物ができたりということはな

いかもわかりませんけども、そういったソフト事業については多くの芽生えが出てきておると

いうふうに確信をしております。また、本年度２７年度までは学校関係の耐震化、あるいは消

防無線のデジタル化など、期限があるハード整備、こういったものが中心となってきましたの

で、そのほかになかなか財政的にも厳しいものがあって、そういったものを中心にこれまで進

めてきたところであります。２７年度から地方創生ということで、ソフト事業中心であります

が、取り組みが始まっております。これをさらに拡大して、今、議員から質問があった中でも

いろいろ回答を担当からさせていただいたように、この輪がどんどん広がっていくように進め

てまいりたいと思っておりますので、ご理解とご協力を賜りたいと思っております。よろしく

お願いします。 

○議長（加計雅章） これで蔵升議員の質問を終わります。暫時休憩いたします。１１時１０分よ

り再開をいたします。 
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○議長（加計雅章） 再開をいたします。次に、５番、梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） ５番、梅尾泰文でございます。既に通告しております、自然環境を守り、快

適な生活をというタイトルで質問をいたします。我が町北広島町は、６４６㎢という非常に広

い町であります。滋賀県の琵琶湖の面積の広さが６７０．５㎢ということで、琵琶湖も本当に

広いんでございますけども、それに近い我が町であります。ちなみに東京の２３区であります

が、それの面積は６２３．２㎢ということで、その東京２３区よりは我が町のほうが広いわけ

であります。そして、その広い面積の８３％が山林であります。近年、生活様式が変わって、

田舎にも文化的な生活を追い求める傾向が訪れたわけであります。数十年前、私は、お年寄り

の方に、昔は木・飯米といって、寒い冬を越えるのに、その冬の前に、木と飯米を十分にそろ

えておく必要があるんだというふうに教えられてきました。暖房が、燃料が昔の木から石炭に、

そして石油に、電気へと変わってきて大変便利な状況になってきたわけでありますけれども、

一方、山は荒れて、有害鳥獣たちに田畑まで荒らされるような状況が起こってきています。ふ

ん尿を畑の肥やしとしていたものが水洗トイレになり、ハエやにおいもなくなり、清潔な環境

になってきました。こうした生活の一連の流れの中で、北広島町の財産である宝の山、木を利

用しない方法はないと考えるものであります。まず、先ほどの蔵升議員も町有林のことに触れ

られましたけども、まず、町有林と財産区の所有面積及び植えられている木の種類をお聞きし

てみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 農林課からお答えします。町の保有する森林面積は、森林簿上の集計で、

２７８９ｈａとなっております。内訳は、天然林が１５８６ｈａ、未立木地が１１８ｈａ、人

工林が１０８５ｈａです。人工林の内訳です。スギが２０９ｈａ、ヒノキが６４８ｈａ、マツ

は１６２ｈａ、その他、広葉樹などで６６ｈａとなっております。続きまして、芸北財産区の

森林保有面積でございます。３９６ｈａで、内訳は、スギ３１ｈａ、ヒノキ２９９ｈａ、赤マ

ツ３７ｈａ、広葉樹７ｈａ、未立木地２２ｈａとなっております。以上です。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） たくさんの数字をお伝えいただいたので、全部書き取ることもできなかった

わけでありますが、後ほど一覧表いただければと思いますが、お聞きした数字を見ましても、

かなりの面積があるわけであります。今、かなり広い面積をお伝えいただきましたが、これだ

けの町、あるいは財産区の面積を植えておられる木をどのような形で整備、管理をしているの

か、そして大体に植えた新植をしたときの時期からどのぐらいたっているのかというのも町有

林の管理計画の中にいろいろと書いているものを見させていただいたわけでありますが、これ

まで新植から下刈り、間伐、それから枝打ち等、それぞれ管理もされておるというふうに思い
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ますが、一連の流れの中で、いつ、それこそたくさんの山があるわけですから、一時に植えら

れたわけではないので、どのぐらいのものがあるかというのも、言葉でいえば、もちろん言っ

ていただきますけども、また、それぞれの表なりがつくっていただけることがあればお願いし

たいと思います。ご回答お願いします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 今手元に持ち合わせしてません。これについては、担当係のほうで指示

しまして、整理させてもらって報告、回答等させていただければと思うんですが、よろしいで

しょうか。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 実は、課長のほうから事前に町有林とか分収林の位置図であるとか、今どう

いう針葉樹が植えてある、あるいは広葉樹が植えてあるというのを色をつけていただいた地図

もいただいていますけれども、これになかなか、何年ごろ植えて、今、何年たっていて、どう

いう整備がというのも、個々に聞かなくては難しいことなんで、とても今、課長のほうも答え

にくいだろうというふうに思うんでありますが、いずれにしても、植えたものを何年か後に計

画的に伐採をして、いろいろな用途に使っていくということが必要なんですけども、そのぐら

い広い面積であるというのは、先ほどお聞きした数字だけでもわかるわけでありますが、そこ

を、本当に宝の山でありますから、これから計画的に物事を起こしていくというのは本当に大

事なことだろうと思いますし、町も考えなくてはいけないと思いますし、県も全体的なイメー

ジをつくっているのかなというふうにも思いますが、そこら辺の流れをお聞きしてみたいと思

います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 今の質問は、町の町有林に関する管理計画のご質問のように捉えます。

先ほど蔵升議員のときもお答えしましたように、町有林については、保育はほぼ適切に行われ

ております。収入間伐等の事業も実施しておりますが、台帳の整備等がおくれております。本

年度、来年度にかけて、県の協力と支援を受けまして、町有林の管理計画の策定に取り組んで

おります。今年１２月を目処に計画を策定していく予定としております。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 今議会の冒頭で、町長の施政方針でもありましたけれども、自然環境が育む

農林水産資源振興を進めるということで、地域資源を生かすために、緑ふるさと協力隊や地域

おこし協力隊の設置も述べられているわけであります。町有林、あるいは町有林以外の、町が

管理する財産区を含めてでありますけども、そのことを今、協力隊等とどのように結びつけな

がら、森を守るための事業が展開されるのだろうかなというふうに入り口の部分でありました

から、それがどのように展開されるのかというのをお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 今、梅尾議員が言われましたのは、緑のふるさと協力隊のことでしょう

か。緑のふるさと協力隊と地域おこし協力隊というのは、地域おこしにかかわるということで

ございまして、林業にかかわって設置するというものではございません。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 私がそのものを見させてもらった聞く範囲で繋がりがあるのかなというふう

に思ったんですが、繋がりがないということですね。農業との繋がりはあるけども、林業との
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繋がりはないというふうに理解していいのでしょうか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 地域振興の中には当然林業等も入ると思いますけども、直接林業振興だ

けに絞って配置をしていくというものではないということでございます。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 了解をしました。それでは、何年か前から木を使って燃料にしていこうとい

うふうな動きがあるわけであります。町も、これまで薪ストーブ、その当時はペレットストー

ブというふうに言っていたのかもしれませんけれども、それをこれまで公共施設に何基かお送

りをして、冬の時期に使っておられるのかどうかわかりませんけども、現在、薪ストーブの普

及、そしてペレットストーブの利用等の状況をお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町民課長。 

○町民課長（輪田孔俊） 町民課のほうから回答いたします。本年度より地域の森林資源の有効活

用、鳥獣とのバッファゾーンの整備、また、石油系燃料にかわる非化石エネルギーの推進を目

的としまして、薪ストーブの購入設置する際の費用の一部を助成をしているところでございま

す。本年度の薪ストーブ購入補助金の交付決定件数は７件でございます。薪ストーブの普及状

況についてでございますけれども、平成２６年の時点で、芸北地域においては２８件設置され

ていると調査されております。他の地域においても、復旧のほうは進んでいると感じておりま

すが、設置件数などの把握はできておりません。それとペレットストーブの設置状況について

は、公共施設等に設置をされていますけども、今の何基設置されているかというところは把握

しておりません。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 薪ストーブが普及をしてきているということでありますから、薪が必要にな

ってくるということで、山の整備がだんだんに進んでいくのかなということでありますけども、

今、ペレットストーブの幾らぐらい公共施設に置いておられるのかというのは、突然に言った

わけでありますから、何基あるのかというのは、今ではわからないということでしょうが、私

が言い終わるまでには何とかお答えをいただけるのかなというふうに思います。聞いてみれば、

たしか、プレゼントしてもらったけれども、熱量がなかなか上がらないために使用していない

というところもあるやに聞くわけであります。片方では、薪ストーブを使っていこうねという

ことを言いながら、片方では、便利が悪いから、これは使用できないなというふうなことがあ

るのではないかなと思うわけであります。そこら辺をお聞きをしてみたいというふうに思いま

す。その薪ストーブが増えつつあると、芸北の地域については２８件ということで、他の地域

は把握まではできていないということでありますけども、だんだん普及していくと、材料の木

が要るわけであります。その木の需要と供給の関係は、今では、それぞれのストーブを持って

おられる方が算段をしておられると思いますけども、しっかりした供給ができるシステムをつ

くる必要がありますが、そこはどのようにお考えでしょうか。お聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町民課長。 

○町民課長（輪田孔俊） ペレットストーブについてでございますけれども、確かに燃料を供給す

るのは非常に簡単であるというようなところはございますけども、熱量が少し足らないのでは

ないかということと、あと灰が残りますので、その灰の処分等々の関係で、少し大きい部屋に

設置すると、なかなか温まらないというようなことがあるというふうに聞いておりますので、
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その辺のところで、今設置されているところが少しペレットストーブの能力からいえば、少し

広い部屋なりに設置されている可能性が高くて、使いにくいというところがあるのではないか

というふうに思います。それと、確かに薪ストーブということになりますと、燃料となるまき

の確保というのが非常に大事になってくるところでございますけれども、現在設置された方は

どのような形で薪を確保されているのかというところまでは確認もしておりませんので、わか

りません。ただ、既に設置されている方は、自分で薪を山から切り出して、その燃料とされて

いるという方も存じておりますし、また、これはお店で薪を購入されているという方もいらっ

しゃいますので、その辺のところでいけば、燃料を確保するというとこからいえば、いろんな

方法で確保するというふうには思っております。できれば、自分の山なりをお持ちの方は、そ

ういうところで燃料の確保という形でいけば、一番山の整備も進むということで、それが理想

ではないかと思いますが、実際現状はどういう状況になっているのかの確認はできておりませ

ん。以上です。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 町の政策の一つとして、薪ストーブの助成を上限ではありますが、１０万円

の上限で助成をしていると。里山をきれいにするということで、自分の山があれば、自分の山

をきれいにする。その木を使って暖房に使うという、そのサイクルができればいいわけであり

ますが、そうはいいましても、町として、町有林もたくさんあるわけでありますが、多分今、

町有林は燃やすための燃料としての用途を持っているという状況にはないであろうと、それぞ

れの山の資産が、自分の山、ある方のお願いして切って燃料にするということはあったにして

も、そういうことにかかわっていないのかなというふうに思いますが、そこのところだけお聞

きしてみたいと思います。町有林を薪ストーブ用の燃料に切って供給をしている事実がありま

すか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 町有林で施業して間伐等して、切り捨て間伐なり、搬出間伐の事業を今

やっているわけなんですけど、切り捨て間伐で、山へ投げた状態での薪をどなたかに売るとか、

そういうことはしておりません。持ち出した分については、大朝の中国木材等へ売り払い等さ

せていただいております。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 切り捨て間伐ですから、山の中にそのまま放置をしておくということ、そし

て出しのいいところについては、大朝の中国木材と言われましたか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 中国木材へ売り払いをしております。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 中国木材というのは集成材をつくるというふうにお聞きをしておりますが、

かなりの木の量が必要なのかなというふうに思いますが、そのぐらいというか、どのぐらいの

量が出ているということでのご回答だったんでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 今年、芸北地域で町有林の搬出間伐させていただきました。その一部を

搬出できる範囲内の間伐材を運搬しまして、中国木材のほうへ売り払いしております。それに

ついては、そこでの集成材等に利用されております。その事業量的なことは、今手元にござい
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ません。今では何立米というのが言えませんので、後からお答えさせてください。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） それでは、今の収量と収入もお聞きしてみたいと思います。それでは、これ

も事務局は多分農林課かなと思いますけども、県民税を使っての、財源が県民税なんですけど

も、それの森づくり交付金、里山林の整備事業というふうに言うのかもしれませんけども、こ

の事業の、今どのぐらい利用されているのかという状況と、それから、これも５年で一応その

期限が切れますよと、そして、これから先、多分更新になるだろうというふうな思いはしてお

りますけども、ニーズ等について、あるいは今後どうなるのかということについてお聞きをし

てみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 里山整備事業の現状と今後というご質問でございます。平成１９年度か

ら始まりました広島の森づくり、県民税を財源としました広島の森づくり事業は、５年を１期

としまして、来年度が第２期の最終年度となっております。ご質問の里山林整備事業の本年度

の状況でございます。放置林整備事業は、１６件で６．４６ｈａ、竹林繁茂防止は４件で１．

１４ｈａが実施されております。この事業の今後につきましては、昨年の秋に県が広島の森づ

くり事業についてのアンケート調査を実施されております。現在、集計の作業中であり、平成

２９年度以降の事業実施、３期については、現在検討中と聞いております。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 本年の放置林の件数が１６件の６．４６ｈａと、６町歩余りでありますけど

も、これは多分芸北が一番広い面積、あるいは件数も多いのかなと思いますが、個々に旧町ご

との数字が伝えることができるよということがあればお教えいただきたいと思いますが、あり

ますか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 各地域別の取り組みの状況でございます。芸北地域、この放置林整備と

竹林繁茂防止がございまして、同時にやられたところもありますので、それの件数もそれぞれ

一緒にさせてもらって、１件として答えさせていただきます。芸北地域が３件で２．３５ｈａ、

大朝地域が１件の０．３ｈａ、千代田地域が９件で３．４４ｈａ、豊平地域が５件で１．５１

ｈａでございます。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） この事業は以前から、なかなか人気がいいといいますか、地域の人たちでセ

ットできれいにしようやという話がまとまれば、面積をはかったりして、その広さに応じて、

あるいは木の数等に応じて、広島県のほうから北広島町に入って、腹通しで地域に交付される

というふうなものだそうでありますけども、芸北は、もっと多いのかなと思ったわけでありま

すけども、芸北は違う事業があるということで、千代田地域が一番多くて、面積も広かったと

いうことでありますが、この切った木自体の利用の仕方とかいうのは、多分どうしなさいとい

うことはなかったのかなと思います。ただ、切った後に、その竹林にしても、山にしても、切

ってから１０年間は切った後のきれいな健康林といいますか、その状態を保っていかなくては

いけないよという制約はあったような気がしますけども、それでよろしいでしょうか。お聞き

をします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 
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○農林課長（藤浦直人） この事業を実施した後、その事業実施主体で、その次の年度以降も維持

管理してもらう、定期的な施業等していただくようにはなっております。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 整備を続けるということであるんだろうと思いますが、切った木は利用する

のかどうかというふうに私はお伝えしたような気がしますが、言ってもらえましたか。切った

木は、そのままその場に置いといてもよかったんですか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 切った木を、そこの事業実施主体が直営でされた場合と請負等でされた

場合とで若干違ってくると思うんですけど、詳しくは私把握してませんが、中には切り出して、

自分の家のまきに使ったりされているのではないかと思っております。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） それでは、先ほど言いました芸北地区は違う事業で、山の、里山の整備をさ

れておられるでしょうというふうにお聞きをしましたけども、先日、芸北のせどやま再生事業

という事業が総理大臣賞に選ばれたということで、非常に評価をされているわけでありますけ

ども、そのせどやま整備事業というものを新聞とかきたひろネットではお聞きしますけども、

この場で若干、総理大臣賞を受賞したわけですから、どういう事業であるのかと、成果と課題

もあれば、お聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 芸北支所長。 

○芸北支所長（成瀬哲彦） せどやま再生事業につきましては、芸北支所からお伝えさせていただ

きます。せどやま再生会議が取り組んでおりますせどやま再生事業とは、住民が北広島町、芸

北地域の山で伐採しました木材を地域通貨で買い取り、新たな薪などにして流通させる事業と

しております。この事業で集荷しました原木は、芸北オークガーデンへの薪として供給されて

いるもののほか、地域内外への薪の販売も行っておられます。そのほか、せどやま再生事業の

普及啓発活動といたしまして、体験活動や森林整備講習会等も開催をされております。そして、

このせどやま再生事業の登録委員会につきましては、現在６１名、登録商店数は２７店とお聞

きいたしております。事業の概要につきましては、原木の受け入れ状況といたしまして、平成

２４年１０月にこちらの事業が開始以来、広葉樹林１１４８ｔ、針葉樹１５４ｔというふうに

聞いております。そのうちオークガーデンへの広葉樹１３９ｔ、針葉樹１０５ｔを供給してお

ります。その他、薪の販売などを手がけておられます。普及啓発活動といたしましては、平成

２７年度に芸北小学校を中心に６回の実施の体験活動を実施されたりしておりまして、延べ１

５８名もの参加があるというふうに聞いております。そして、課題でございますが、課題とい

たしましては、森林資源の供給安定化が最も重要と考えておられます。新規林業者を育成して

供給の拡大を図る必要がありますし、再生会議といたしましても、林業講習会等の開催を継続

的に実施しておられます。さらに原木の流通経路の確立を図り、より効率的に供給できる体制

づくりを目指しておられます。町といたしましても、森林資源の有効活用や山地荒廃を防ぐこ

とは重要なことと捉え、森林資源等の保全活動に協力していきたいというように考えておりま

す。以上です。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 私がこのたびの一般質問のタイトルに上げております自然環境を守り、快適

な生活をというタイトルでありますけども、まさに、そこの部分が総理大臣賞の表彰を受ける



 

- 103 - 

ということであろうと思います。そのことが本当に芸北地域で、せどやま再生事業ということ

で山の宝を利用して事業を行うということで進めておられると思います。私もその団体の方に

お話を聞きにいきましたら、やはり非常に丁寧に山を愛して、山の財産をよく見詰めておられ

る。その手入れのされた健康な山、里山は木材にもなるし、堆肥やキノコや山菜や薬草や、薪

や炭として燃料として生活の中に取り入れる、昔はそうであったのでありますけれども、今は

それがなかなかかなわないという状況にあります。そして、その山の財産が、山が荒廃すると

いうことを防止をする。そのことは水源涵養の低下をさせることの防止にもつながる。それか

ら有害鳥獣がふえるということも抑えることができる。景観、見たところ、やはり健康な山に

していくと宝が生きてくるということであります。そして、それを使うことによって、ＣＯ２

の排出を少なくするという環境問題に繋がっていく。そして、今、芸北支所長が言われました

ように、その宝の山の木がお金になる。先ほども小学生が体験をしてというのがありましたけ

ども、その小学生も、山の木の切り出しのお手伝いをされて、その出した物の対価として地域

通貨を受け取って、その地域通貨を商店に行って、お菓子にしたり、例えばジュースにしたり

というふうな経済活動も生まれてくるというふうなことで、非常にいい関係がつくられている

というのが、今の芸北のせどやま再生事業だというふうに思うんです。この事業、非常にいい

わけであります。ここまでは誰もが納得をして、いいと思うわけでありますが、この山が宝で

す。山が、でも荒れているんですというのは芸北だけじゃないんです。山の面積とかいうのは

いろいろありますけども、どちらもほとんど自分で、あるいは先ほど言いました県の森づくり

交付金でするところはありますけども、そうはいっても、そのものは経済を生まない、お金を

生まないわけでありますから、そこのところを芸北のせどやま再生事業に習って、他の地域、

大朝、千代田、豊平というところに広げていくことができるのか。そしてまた、今芸北がして

おられるのがオークガーデンに薪を持っていくよということで、あまり小さくしない薪でもボ

イラーが受けてくれますから、手間が余りかからないよということもあるわけであります。そ

して、もっと大事なことは、後継者が、林業後継者がいないというふうに言われましたけども、

それがなかなかうまくいかないというか、お金にならないから、従業する人たちがいないとい

うことに繋がっているんですけども、やはりそこら辺の掘り起こし、ですから、先ほど私言い

ましたように、緑の協力隊、あるいは地域おこし協力隊というのが林業とリンクして物事が動

けるということに繋がるようにいかんのだろうかと、やはり今働いておられる林業労働者の方

も年々お年を召されるわけであります。そこのところを、経済と環境を含めた全てのうまいサ

イクルを行っていく中で、町として、もう少し広い事業展開ができないものだろうかというこ

とをお聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 議員の言われますように、山の荒廃が進んでいるように思われます。生

活様式の変化によりまして、里山に入ることがなくなり、あわせて木材価格の低迷により、山

への関心が薄れたことも原因の一つと思われます。芸北地域のせどやま再生事業は、山への関

心を再考していただくよい機会となっていると思います。このような地域ぐるみの取り組みが、

他の地域へ拡大することに期待をするところでございます。まずは、里山林の整備は、広島の

森づくり事業の放置林整備、竹林繁茂防止、鳥獣害被害、バッファゾーン整備等の積極的な活

用をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 
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○５番（梅尾泰文） 課長では難しいのかな、全町に拡大をして取り組む、山をどう生かしていく

かと、生かしていくためにはいろいろな力が、工夫が要るだろうと思いますが、町長でないと、

ここから先、発言が難しいというふうな状況もありますが、いかがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） このせどやま再生事業、非常にすばらしい取り組みだというふうに思ってお

ります。これから、この取り組みがどんどん輪が広がっていけばというふうには考えておりま

す。ただ、こういった活動の中には、やはり活動される人がおられないと成り立っていかない

という部分もあります。そうした部分も含め、これから検討していくべきところもあろうと思

います。緑のふるさと協力隊員なんかがそういうのをしたらということでありますけども、緑

のふるさと協力隊員としては、そういった特定の仕事をしてもらうというような仕組みではな

いというふうに認識をしておりますけども、ふるさと協力隊については、そういうある程度の

特定な目的ということもしていただける仕組みにはなっておりますが、今では、そこだけでの

仕事でというほどのまだ仕組みはできていないというふうに思っておりますので、いろんな面

で検討していきたいと思いますし、若い人たちがＩターン・Ｕターン等の中でも、これだけで

も生計を補っていくというのは難しいことでありますけども、部分的に関わっていただくとい

うことは可能なんではないかというふうに思っております。いずれにしても、とてもいい取り

組みであるというふうに思っておりますので、いろんな形で、これから全町に広げていければ

というふうに思っております。それから、総理大臣表彰というふうに先ほど言われました、総

務大臣表彰であります。よろしくお願いします。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 岡山県の真庭市という市は、もともと昔から木材の町でありまして、早くか

ら民有林を買い取って、山が荒れるということで買い取って、目方でお金にかえるということ

であります。木材は当然木材として使い、あるいはチップやバークにすると。そしてまた近年

では、木質の発電所というのもつくられておられると思うんですけども、今、このまちも風力

発電をということがにわかに出てきたわけでありますが、これだけ広い山で、たくさんの木が

あってということになれば、発電も木質発電も可能ではないだろうかと、それは町立ですると

いうことではなくて、今の風力ではありませんけれども、民間に木は、材料は何らかの形で提

供するにしても、有償提供になるわけでありますけども、そういうふうな事業展開をするよう

な心意気があれば、山も健康な山になっていくだろうというふうに思うわけですけども、今の

ところ、そういうエネルギーを発電所に変えるという、バークで変えるというふうなお考えが

あるかどうかお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 私も、この木質で発電所ができれば非常にいいなということで、少し調べた

りもいたしましたが、この木質の発電所をつくるためには、まだまだたくさんの材料、木質が

要るということであります。先ほど中国木材の話が少し出ましたけども、中国木材、大朝に工

場があるわけでありますから、そこで、発電所ができないだろうかというような話もしました

けども、全く足りない。今、中国木材でも、大朝で出たチップ等、葉切れも含めて呉のほうへ

運んで、そこへ発電所があるということで、そこへ運んでいるというような状況のようであり

ます。また、かなりの木質が一発電所でも要るということで、今、木質のチップが逆に値上が

りを若干はしているという話も聞きます。そうした状況であります。今年度から少し小さい木
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質の発電所にも固定買い取りの単価が上がったわけでありますけども、それでもまだまだとて

も北広島町だけでできるようなものでない。量がまだまだたくさん要るというような状況であ

りますので、今のところ断念をしておるというところであります。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 周りを見たときに、北広島町だけの木材でということでありますが、もちろ

ん北広島町だけでも搬出できる労働力があって、収入になれば、かなりの量にはなろうと思い

ますが、それでも足らないとするならば、安芸太田も安芸高田もあるわけで、そのどこもが山

が荒廃しているということについては同じ悩みを持っておられるわけであります。そこら辺と

の繋がりも広域に持って、物事を考えてみるということも必要だろうというふうに思います。  

さて、今、木が値上がりをしているということであります。せどやま再生事業の買い取り価格

は、今１ｔ当たり、針葉樹と広葉樹によって値段が違うようでありますが、私が聞いている片

一方だけを言いますと、１ｔが６０００円で買い取っていただいて、それが流通をしていくと。

ただ、１ｔといいますと、軽トラックでいうたら、２回か３回は運ばにゃならん量なんで、遠

いところから切り出して持っていくとすれば、燃料代も考えたらかなり経費も要るじゃないか

ということになるんでありますけども、このトン６０００円というのを仮に経営的に、この里

山整備事業のＮＰＯ法人さんで考えて、お話をしたときにですけども、これを実は、経営的に

考えたら、少し安くというふうにしてみたいわけでありますが、やはりそれぞれの方が頑張っ

て持ってきていただける単価を下げるということは非常につらいので、６０００円は６０００

円でやっていきたいんだけども、うまく進んでいける、歳入と歳出、収入と支出の関係でいう

たら、何とかもう少し、努力はしているんですけれども、何とか町あたりから援助がいただけ

ないのかなというふうなことがありましたが、今現在、町からそういう支援がされているのか

どうなのかというのがわかりませんけども、まず、そこをお聞きしてみたい。そして、できる

ことなら、そういうことも支援ができるんだろうかできないんだろうかということもあわせて

お聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） せどやま再生事業については、現在のところ、町からの財政的な支援は

行っておりません。今後、関係機関と協議を行ってまいります。以上です。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 総務大臣賞をもらったからということで言うのではありませんけども、本当

に理想のこのサイクルだろうというふうに思います。町の事業ではもちろんありません。ＮＰ

Ｏ法人という法人が行っているわけでありますから。これまで違う条件の中で支援をしてきた

ということもあるんだろうというふうに思います。もう少し広いというか、長い目で、この全

体を見て、何とかこれから先、いい方法も考えたり、アドバイスもしていただきたいというふ

うに思っております。最後に一つだけ、生物多様性トークイベントということで、エコカフェ

事業を今年になって、千代田も大朝も豊平も芸北も行って、今回の行政報告を見ましたら、千

代田が６０人、芸北が４３人、豊平が３７人、大朝が１６５人の合計で３０５人の方が来られ

たということで、私も実は千代田のところに行ってお聞きをして、５００円出してケーキとコ

ーヒーをよばれたんでありますが、非常に自然のことを考えながら地域活動しておられるとい

うことで、感銘を受けたところであります。この趣旨をもっと周知をされれば、もっともっと

これから増えていくだろうなというふうに思うんでありますが、せっかくですので、ここで、
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生物多様性エコカフェのもともとの趣旨についてお聞きをして、これから、どのようにこれを

育てて、進めていこうというふうに思っておられるのかということ、それから、だんだんとや

っていこうと思えば、予算的な後打ちがあるのかどうかわかりませんけども、そこら辺の予算

的なものも含めてお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木直彦） エコカフェ事業につきまして、生涯学習課からお答えいたします。   

平成２５年度の自然学術調査報告書、北広島町の自然、の刊行を機に、調査成果や生物多様性

の概念の普及を目的としまして、町内４地域で学術調査報告会の講演会を開催をし、２７０名

の参加がありました。これは平成２５年度であります。本町が目指します生物多様性の取り組

みは、自然、生物をアンタッチャブルなものとして一方的に保護するというものではなく、そ

の恩恵を人が適切に享受して、物心ともに豊かな生活を送ろうという先進的なものでございま

す。今年度は、そうした人の生活と自然のかかわりをよりわかりやすく、親しみやすいものと

するために、森里川を食べる・遊ぶ・楽しむエコカフェと題し、町内４地域で開催し、３００

名余りの参加がありました。議員おっしゃいましたとおり、地域で自然とかかわるグループな

どの活動発表をお茶やお菓子とともに気軽に楽しんでいただくというもので、活発な質疑応答

もあり、アンケート結果においても大変好評でございました。残念ながら、いまだ十分に浸透

しているとはいいがたい生物多様性という言葉や概念を普及していくには、こうした機会を継

続的に設けていくことが必要であると考えております。予算は、お茶とかお菓子というのは実

費をいただいておりますので、それでやっております。それ以外、講師だとか、その運営にか

かわるものについて予算を組んで、これはＮＰＯ法人の西中国山地自然史研究会に委託をして

実施をしたものであります。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 引き続き、このような形で、自然と触れ合う、そして、いろいろと学術研究

されたことを広く広めていかれるということであると思って期待をしております。それと同時

に、昨年、この北広島町を大朝、豊平、千代田、芸北というようなところをぐるうっと歴史探

訪といいますか、よさを振り返ってみるということが一つの事業としてありまして、私も千代

田以外のところは参加させていただいて、吉川さんの歴史であるとかいうふうなことを学ばさ

せていただいたんでありますけども、そこのところもあわせて、来年度以降も、この町の歴史

をしっかりと押えながら、地に足が着いた地域づくりをしていくという観点があるんだろうと

いうふうに思いますが、いかがでございましょうか。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木直彦） 議員おっしゃいますのは生涯学習課でも実施をしております。特

色ある埋蔵文化財活用事業ということで、文化庁の補助事業で今年度から実施をしているとこ

ろであります。この事業は、先ほどもありましたけども、文化財の案内看板等、ああいうハー

ド整備もできるんですけども、ソフト事業もいろいろできるということで、本年度はいろんな

講演会ですとか学習会等を開催してきたところであります。引き続き、来年度以降も実施をし

ていく予定であります。以上であります。 

○議長（加計雅章） 梅尾議員。 

○５番（梅尾泰文） 自然の豊かなこの町であります。ぜひ、そのよさを生かしながら、しっかり

したまちづくりを行っていただきたいということをお願いし、要望して、質問を終わります。 
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○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 先ほど、町有林の搬出間伐材のことで答えられませんでした。それにつ

いてお答えさせていただきます。出荷先でございます。先ほどは、中国木材と申しましたが、

中国木材に隣接します広島木材事業協同組合へ出荷しております。出荷数量でございますが、

３５９立米です。売り払い代金は４５４万円でございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 町民課長。 

○町民課長（輪田孔俊） 公共施設へのペレットストーブの設置についてでございますが、平成２

０年度から２２年度で８施設に９台設置しております。以上です。現在、どのように使われて

いるかどうか確認しておりませんので、わかりません。 

○議長（加計雅章） これで梅尾議員の質問を終わります。暫時休憩をいたします。１時１５分よ

り再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ０時 ０８分  休 憩 

 

午後  １時 １５分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。次に、６番、森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） ６番、森脇誠悟です。さきに通告をしております、特産品開発にもっと本腰

を。それと本町の自殺対策の計画策定は。この大綱２点について質問をいたします。先日、府

中町で中学生が自殺をするという大変不幸な事件が報道されましたので、ます、大綱１点目と

して、本町の自殺対策の計画策定について質問をいたします。亡くなられた子供さんに対し、

心からご冥福をお祈り申し上げます。この質問を通告をしたのは、３月９日でございますが、

マスコミ報道によって、この不幸な事件を知ったのも同じ日でありました。突然の事件であり

ますけども、これからの本町における自殺を未然に防ぐ取り組みに繋がる質問、議論になれば

というふうに思っております。さて、自殺者が３万人超える状況の中、２００６年自殺対策基

本法が議員立法により成立いたしました。それから１０年が経過をし、自殺者は、徐々にです

けども、減少してきておりますが、しかし警察庁発表では、２０１５年の自殺者は２万４００

０人というふうに報道されております。交通事故による死亡者を比べてみますと、第１次交通

戦争といわれた１９７０年、交通事故による死亡者数がピークであったときというふうに記憶

をしておりますが、１万６７６５人、これが交通事故による死亡者数が最大のときであろうと

思います。約１万７０００人弱であります。これが交通戦争といわれた所以でございます。２

０１５年では、警察を初め多くの関係者のご努力、取り組みによりまして、約４０００人まで

減少してきております。この交通事故と比べて、いかに自殺者が多いかということであります。

まさに戦争であろうというふうに捉えられるんじゃないかというふうに思います。そういう状

況の中、自殺対策基本法の改正案が今国会で成立をし、４月に施行される予定でございます。

今回の改正の特徴的なことは、子供の自殺阻止に向け、学校と保護者との強い連携、協力を一
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層強化することと、これまで国だけに義務づけられておりました自殺対策の計画を全ての都道

府県と市町村が策定するように定められているということでございます。そこで、本町のこれ

までの自殺を未然に防ぐ取り組みについてお聞きをしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 本町のこれまでの自殺防止の取り組みについて、保健課のほうからご報

告をさせていただきたいと思います。当町は、自殺の死亡率が国、県に比べて高いことから、

自殺との因果関係が深い鬱病の予防対策に向け、北広島町地域保健対策協議会に鬱予防対策推

進委員会を設置しまして、北広島町の自殺予防対策、心の健康づくりに力を入れ、関係機関と

連携し、継続した取り組みを進めております。特に今年度につきましては、地域で見守り、声

をかけ、つなぐ役割となる人を育成するゲートキーパーを養成する講座を元気リーダーさんや

民生児童委員さんなどを対象に４回実施をしております。また、９月の自殺予防週間に合わせ、

自殺予防講演会を開催し、自殺や精神疾患に対する正しい知識の普及啓発に取り組んでいると

ころです。あわせて３月は自殺対策強化月間ということで、北広島町の図書館とも連携し、図

書館で心の健康づくりや自殺予防関連の図書の展示も現在行っております。これからも妊婦か

ら高齢者まで、生涯を通じての心の健康づくりに精神科の専門医療機関、また保健所等も関係

機関と連携し、取り組んでいくことにしております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） これまでもいろんな講座等開かれているということで、本町はよその自治体

と比べて、そういった取り組みが大変前に進んでいるんじゃないかというふうに思っておりま

す。先ほど自殺をする要因として、心の病気といいますか、鬱病がやはり大きいパーセンテー

ジを占めているということでありましたけども、なかなか周りの方にはわかりにくいというこ

とで、極端なことを挙げれば、まあ休めてええよのうと、元気そうなのにというふうな声を聞

いたりすることもあります。周りの方の理解というのが大変必要なというか、重要な点だろう

と思います。そうした中で、いろんな健康づくり講座であるとか、そういった本人だけでなく、

周りの人の理解を得る支援をしていくというのは大変大事なことだと思いますし、今後もやっ

ぱり続けていっていただきたいなというふうに思います。そういった講座の参加者数というの

がもしわかれば。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 頻度も数回しておりますし、その一回一回の参加者数自体は、ちょっと

今手元にないんですけれども、先生の講座の講師によって、例えば北広島町になじみのある先

生のときには多かったり、今回は、草津病院の先生に来ていただきましたけれども、数十人と

いうふうなところなんですけれども、そういう講演会と、先ほど議員のおっしゃいました、身

近な人が変化に気づいて専門医療機関に繋いでいただくゲートキーパーの養成講座をやってい

く必要があるというふうに、県のほうもそのこと進めておりますし、北広島町も３年ぐらい前

から、この講座をしておりますけれども、元気リーダーさんの講習会で集まられたときにして

おりますので、そういうふうに地域の中で、正しい知識を持って、頑張れ頑張れという励まし

じゃなくて、そっと見守って、専門医療機関に繋いでいただく役目の方を地域で養成していく

ことが大事だろうというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） やはりそういった輪を広げていくことが大変重要だろうと、継続的に、地道
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にやっていくことが必要だろうというふうに思っております。今年度の当初予算で、これは県

の補助金ですけども、自殺対策緊急強化事業が上程をされておりましたけども、今回の補正で

１２万８０００円の減額というふうになっておりますけども、先ほど来、答弁の中にありまし

た事業をされているんだと思いますが、その減額をされる理由についてお伺いをしたいと思い

ます。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 当初見積もっておりました講師の講演の講師料ですとか、需用費がそれ

ほど必要でなかったということで、県の経費は１００％の補助ですので、かからなかった経費

についてはお返しをするということで減額をさせていただきました。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 事業展開をする中で、年間の行事の中で足したり増やしたりというのは難し

いかもわかりませんが、せっかくの予算が１００％補助ということでありますので、そういっ

たニーズは十分にあると思いますので、ぜひともこういった返却というようなことがないよう

に、ぜひとも、もっともっと前へ進んでいただきたいということで要望しておきたいというふ

うに思います。次に、いじめ等に対する学校での取り組み状況についてお聞きをいたします。   

これまでの学校現場で、いじめ等も大分少なくなってきたというふうなこれまでの答弁でもあ

りましたけども、どういう取り組みをして、今の状況についてお聞きをします。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） 小中学生にとって多くの原因となりますいじめ問題につきましては、全て

の学校におきまして定期的に児童生徒、また保護者へのアンケートを実施するなどの早期発見、

早期解決を図る取り組みをすることで、いじめ防止ということに取り組んでおります。何とい

いましても、子供同士の人間関係、それから家庭での様子、教員と子供たちの信頼関係、そし

て子供たちのシグナルに対して敏感な生徒指導体制をつくり上げることが必要だというふうに

考えております。また、毎年県教委のほうから配布をされております「いじめ相談ダイヤル」

を記載をしたカードを児童生徒全員に配布いたしまして、子供たちが不安や悩みを抱え込むこ

とのないよう、教育委員会としても各学校とともに指導しておるところでございます。以上で

す。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） これまでも、例えば全国的なそういった子供のいじめ、これが自殺につなが

るというふうなことがずっと報道されてきておりますけども、そこの中で、特徴的なことは、

私が捉えておるのは、まずは家庭教育というか、家庭環境ということが今答弁の中でありまし

たけども、あれほど子供に対して愛情を持って育てたけども、いじめに遭っている子供はなか

なか親に言えないというのが実態としてあろうと思います。大分大人になって、ああいう時期

があったんだと聞かされれば、まだいいほうだと思いますけども、子育てで一生懸命な保護者

というのは、なかなかそういったサインに気づくのが難しい状況があるのは確かだろうという

ふうに思います。それから先生に相談したんだけれども、事務的に対応、具体的にいえば、い

じめをした者はおらんかとかいうふうなクラスで聞いたけど、誰も手を上げん、いじめはない

ですよということで、安心しておったというふうな学校の取り組みが事務的な対応ということ

で、大きな事故に繋がったということも新聞報道でよく耳にするところだろうと思います。そ

ういったところをどういうふうに思っておられるか、先ほどは、教師が敏感に反応してサイン
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を見逃さないということがありましたけども、見逃さないんだけど、そこから先の取り組みと

いうか、個別の対応というのがなかなかできてない状況があるんじゃないかというふうにも思

いますけど、いかがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） 学校におきましては、当然小学校も中学校も学級担任がおりますけれども、

相談体制は決して個人で成立するものではございません。養護教諭、それから副担任を設けて

いる学校もありますし、また、町内の学校にはカウンセラーも配置しております。そういう中

で、学校が複数体制で、さまざまなサインを見逃さないようにということで、特に配慮しなが

ら生徒指導、生活指導等行っております。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） このたびの府中町の事件でありますけども、連日、大きなスペースをとって

報道されております。日がたつごとに学校側の不手際が毎日報道されているんじゃないかとい

うふうに私は捉えております。その中学校が、特別そんなかったんかということなのか、それ

ともたまたまよその学校で起こらないだけで、どの学校も同じ程度のレベルなのかというふう

な不安もあるんじゃないかというふうに思います。先ほど言いましたように、今回の法改正は、

依然としていじめなどを原因とする若者の自殺が多いことに具体的に対処する内容であろうと

思います。町の責任として、学校での相談体制をより一層整備、あるいは確立をし、教職員へ

の研修機会の確保、また学校や保護者や地域と連携をし、いじめや悩みを一人で抱え込まない

よう、ＳＯＳの出し方など教える等、児童生徒に対しての教育啓発の強化が規定をされている

ところです。先ほどのところでは、相談窓口というふうな答弁もございましたけども、そうい

ったことをもう少し、学校だけでなく、行政のほうにもそういった身近に相談できるというふ

うな窓口等を設置をするというふうなお考えはないか、お伺いします。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） 町内の学校におきましては、当然議員おっしゃいましたように、子供たち

のＳＯＳを受けとめる窓口、当然、その発達段階によって違いますけども、小学校低学年であ

れば、小学校低学年が求めるようなことに対応する窓口、また中学生は中学生というふうな担

当は各学校で整えております。先ほど法改正の部分がございましたが、学校におきましては、

いじめ問題の対応を発端といたしまして、道徳教育の重要性について改めて議論がされておる

ところでございます。平成２７年７月に特別の教科道徳として、これまでの道徳の時間を教科

として、新たに学習指導要領の一部にするという改正がされました。これにつきましては、ま

だ移行措置期間となっておりますけれども、先ほどから、県内の状況についてもご意見ござい

ましたが、各学校とも今回のこと、現在はまだ報道の段階でありますので、それが全てかとい

うところは、まだわかりませんけれども、大切な命が失われたということは、町内の各校とも

真摯に受けとめまして、取り組みの強化を図る、教育委員会も同じような指導していきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 自殺対策基本法の改正は４月から施行されるということであります。先ほど

言いましたように、各市町村、各自治体にもそういった計画を策定をしなさいということにな

っております。来年度の施政方針、明るく元気なまちづくり、あなたとともにということでご

ざいますが、この中には、いじめ、あるいは自殺対策等の文言は一つも見当たりません。自殺
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につながる可能性の高いいじめ等をなくすことが若者定住促進、あるいは、この町に住んでよ

かったと思える元気で魅力あるまちづくりの原点であろうというふうに思っております。本町

には、いじめも自殺もないと安心していいのでしょうか。先ほど保健課長は、県内でも北広島

町は自殺者数が割と高い位置にいるという答弁でした。多いときには１０名近い方もいらっし

ゃいますし、平均的に四、五名の方がいらっしゃるんじゃないかというふうに、過去のデータ

を見ると、そういったことが言えると思います。予備軍は数十倍もいるんじゃないかというふ

うにもいわれております。そこで、この改正にもいわれておりますように、本町の自殺を未然

に防ぐための計画策定について、今の取り組み状況についてお伺いをいたします。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 本町の自殺を未然に防ぐための計画策定についてでございますけれども、

広島県が自殺対策推進計画、生きる・支える広島プランをつくっておりますけれども、その第

２次計画を今年の４月ごろに策定を予定だというふうに聞いております。町としましても、県

のこの２次計画を参考に、今後、町の計画を定めていく予定としております。計画の策定に際

しましては、学校、地域とも連携をし、自殺がないゼロのまちづくりに向け、一人一人が自分

のこととして捉えていただいて、自殺予防に取り組んでいける計画になるよう策定をしていき

たいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） ２０１５年版の自殺対策白書によりますと、１４年の自殺者は２万５０００

人、うち４０歳未満が２６％、自殺の原因は、一番多いのは健康問題だろうというふうにいわ

れておりますけども、経済的なことや生活問題、あるいは家庭問題、ほとんどが理由が明確で

ないというのがあろうかというふうにも思いますけども、そういった状況がありますので、本

町における特徴的なこともあろうかと思いますので、そういったこともぜひ念頭に入れての計

画を策定をしていただければというふうに思いますけども、あわせて改正案では、自殺のおそ

れのある人への精神医療体制の整備や新たに医師や福祉の専門家、関係する民間団体との連携

確保も求められております。先ほど言いましたように、本町の現状認識を十分に確認をしてい

ただいて、ぜひとも効果のある計画策定を要望して、この質問は終わりたいというふうに思い

ます。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 先ほど、補助額をマイナスに補正でしている理由を、ちょっと私間違え

て報告をしておりましたので、ここで訂正をさせていただきたいと思います。実は、県の補助

率は昨年まで１０分の１０の１００％の補助だったんですけれども、その補助率が変わったの

で、補助にならない１２万８０００円を減額をしたというふうな理由がございます。それから

講演会の人数ですけれども、ゲートキーパーの養成講座は４回実施しまして、１０８名の方が

ご出席いただいております。また、自殺予防の講演会へは３１名の方が出席をされて、毎年こ

の程度の、もっと多いときもありますけども、参加者でございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） それでは次の質問でございますが、大綱２点目の特産品開発について質問を

いたします。本町のみならず、農業の現状は所得の減少、担い手不足の深刻化、高齢化の進展

等々、大変厳しい状況にあります。そうした中、国は、ＴＰＰ問題の影響もあるということで、

もうかる農業を目指して、大型化を急速に進めてきております。それは、私自身とすれば、的
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を射た政策であるというふうに認識をしておりますけども、また、国の事業でありますから、

それに対する補助金も額も多く、農家の負担は軽減をされているんじゃないかというふうに思

います。しかし、法人化等で大型化をしても、やはり後継者不足は全国の状況を見ても、なか

なか解消しないようであります。先日来、中国新聞でも中国山地という特集で、ずっと記事が

載っておりますけども、全国的になかなか解消するのが難しい状況だと思っております。まし

てや中山間地特有の狭い農地、１枚１枚が狭い農地が多い本町では、大型化にも限度があるよ

うに思えてなりません。町再生協の資料、町が配っておられておりますピンクの冊子ですけど

も、この町再生協の資料では、平成２７年度の水稲経営規模は０．５ｈａ未満の農家が１２８

３戸、全体の５９％であります。０．５ｈａから１ｈａの耕作面積が５８５戸、全体の２７％

であります。言いかえれば、１ｈａ未満の戸数は全体の８５％を占めているということになり

ます。ほとんどが狭い耕作面積であろうというふうに思います。作付面積でいいますと、１ｈ

ａ未満の作付面積は全体の３７％でございます。３分の１よりまだ多いという状況であります。

この状況からも、もちろん大型化を進めていかなければいけない面もあろうかと思いますけど

も、一方で、本町の農業規模に合った施策も、より一層展開する必要があるんじゃないかとい

うふうに思います。そこで、お聞きをしますけども、現在、産直用の野菜の生産に取り組まれ

ております。特に多品目、少量でもいいですから、いろんな品種の野菜をつくっていただきた

いということにも力を入れておられますけども、あわせて野菜等に付加価値をつけて、よりも

うかる野菜づくりを強力に推進する必要があろうと思います。６次産業化の推進であります。

今、新たな農業へのチャレンジ事業として、そういった団体、そういう思いを持った団体、こ

れ３名以上だったと思いますけども、補助されております。昨年度の実績が１７０万円、いろ

んな準備であるとか、加工施設のそういった整備費用だと思いますけども、そういう団体や農

家を育成するために、もっともっと増やしていくために、例えば製造許可、あるいは届け出等、

そういった講習会、野菜づくりにも、今はそういった講習会開かれておりますけども、そうい

った製造許可であるとか、届け出の講習会を開催などのそういった支援が必要じゃないかと思

いますが、いかがお考えでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 農林課からお答えします。特産品加工品の商品開発支援については、先

ほど議員からもございましたように、平成２５年度から、町独自の施策として、新たな農業へ

のチャレンジ事業を翌年の平成２６年度から小規模、あるいは家族的農業、いわゆる小さな農

業の元気回復を図るという考えのもと、産直施設へのさらなる出荷拡大を促進するための事業

として、農産物供給力強化事業を創設しまして、町内各地域の農林水産物の資源を活用した加

工品の創出に対しまして支援を行っています。今年度は、６団体が各事業に取り組まれており、

事業に対する問い合わせについても継続的に受けている状況でございます。また、講習会につ

いては、漬け物講習会として、昨年８月２１日に芸北支所と千代田中央公民館を会場としまし

て開催しました。４５名の参加がありました。参加者のうち、既に漬け物を製造している農家

は８名おられ、講習会後、新たに８名の方が食品製造届を提出されまして、産直施設等へ出荷

されておられます。昔から、農家の身近にある漬け物を含め、野菜加工品については、今後も

製造等に対して支援をしていきたいと考えております。先ほど食品製造届なんかについての指

導等のご質問もありましたが、県から権限移譲受けまして、漬け物等、あとおもちとかの食品

製造届については、町のほうでできるようになっております。それについては、個別に今は対
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応させていただいている状況でございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 漬け物については届け出ということで、割と手続が簡単なんかなというふう

には思いますけども、そのほかの製造許可が要る、このデータにも詳しく載せていただいてお

るんですけども、例えば総菜とか、今、道の駅にもまきずしなり、そういったのを出されてお

る団体の方、あるいは個人の方がいらっしゃいますけども、個人の方が、そういった製造の食

品加工品を出そうと思いますと、どんなものが含まれておるかというふうなものから、表示か

ら、もちろん食べ物ですから、衛生上の規制も相当厳しいものがあるんだろうと思います。調

理場とか、いろんな規制が細かく決められておるんだろうと思いますけども、なかなかそれを

クリアするのに、ある程度年配になってくると、もうなかなかそういうこともできにくいし、

１回でパッと通るようなことはまずないと、保健所に何遍も行って、ここをこうしなさい、あ

あしなさいということで、大変な労力というか、苦労するんだということで、とてもじゃない

が、ようしないというふうな声もお聞きをしております。そういった中で、やはり町主導で、

そういった勉強会なり、まとめてこういうふうにやりましょうというふうな機会をぜひ設ける

必要があろうかと思います。先ほどの答弁では、言うてもらえば、個別にやりますよと、言う

ていくというのは、相当な意欲でやってやろうという方でないと、そこまでは一歩が踏み出せ

ないんだろうと思います。いいことだから、私もやってみればいいがのうというふうな方は、

なかなか行政まで、窓口に教えてくれというのは、なかなか行きにくいんじゃないかと思いま

すので、ぜひとも行政主導で、そういった講座なりをみんなでやれば、ある程度心配も少なく

て、友達もできるんじゃないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） コンニャクとか漬け物、平餅なんかについては、町での届け出というこ

とで、それぞれ個別対応しております。あと、そのほかの例えばクッキーなり、すしなり、そ

ういう総菜的なものについての講座なんかを町主導でできないかというご質問でございますが、

これについては、担当している者、職員と協議させてもらって、できるだけ前向きに講習会等

開催できるようにしてまいります。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） そういった講習会等があれば、ちょっと興味を持っておる方でも一人じゃな

くて、知り合いも誘って、また、そういった輪が広がる可能性というのは十分にあろうかと思

います。私は、そう全国的なことは知りませんけども、あれはたしか熊本県だったと思います

けども、本当おじいちゃんおばあちゃんが、そういった保健所からの許可をいただいて、その

手づくりのまんじゅうのようなものをつくられて、それが相当集落でたくさんの方がつくって

おられるわけです。道の駅なんかは、いろんな種類のものが同じ形をしとっても味は皆違うわ

けだと思いますけども、そういうふうになると、特産品ということにも繋がっていくんだろう

と思います。１人か２人が業者がポンと出すだけでは、あまり目立ったことはできませんけど

も、漬け物にしても、たくさんの種類のものが、同じキュウリ漬でも大根漬けでも、いろんな

パッケージのものがあれば、やはり購買意欲も高まってくると思いますし、ぜひとも、そうい

った取り組みを、輪を広げる取り組みをしていただきたいというふうに要望しておきます。昨

年春に、国の主導で、ふるさと名品開発促進協議会というようなものが設立をされて、全国募

集をして、今年３月までに、その中で、全国からたくさんのこれが我が町の特産品だというも
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のが応募されて、その中から数点が、これはすばらしいというようなことで、賞をもらったり、

いろんなそこの会社に参画をしておる企業の賞を決定をされておるんだと思いますけども、こ

の近辺でいえば、熊野の筆なんかがそういうふうな対象になったんじゃないかというふうに記

憶をしております。本町には、米はもちろん野菜、豚、牛、鶏、花等、多種にわたる農畜産物

があります。これらを本町の特産品ブランド化できないものか、早急にまず研究をしていかな

ければいけないんじゃないかというふうに思いますが、いかがお考えでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 町では昨年策定しました広域農道に関連します施設計画の見直しの協議

のもととなります農業振興プランで、次世代施設園芸や農産加工場の整備、広域流通供給体制

の構築、また、野生鳥獣のジビエ食肉処理施設整備などを含め、現在検討しております。今後

の展開としましては、地域資源であります野生のイノシシ、シカの獣肉を生かしながら、地域

の農業者と猟友会、商工会、観光協会等と連携させていただき、情報の交換など行い、商品開

発に結びつけていきたいと考えています。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） この農業振興プラン、大きなプランが４つ、私らのほうに提出をしていただ

いておるんですけども、例えば芸北オークガーデンで太陽光使った野菜づくりみたいなのもあ

りますけども、そういったもの、ぜひとも進めていってほしいというふうには思いますけども、

それとは別に、先ほどの前段で言いましたように、小さい農家をどうするか、当面の措置とし

てどうするか、それを将来的にどう広めて大きくしていくかということが必要だろうというふ

うに思います。例えばそれぞれの生産者、先ほど言いましたように、いろんな農畜産物の生産

にかかわっておられる方がいらっしゃいます。その方が一体今、それぞれ個別に同じ同種の方

はお互いのコミュニティをとったり、連携をされておるんだろうと思いますけども、異業種の

方が、一体それぞれが今何をどういうふうにしたいかとか、どうあってほしいとか、何をして

ほしいかとか、その具体的に、個人的には個別には行政なりへ届くかもわかりませんが、お互

いが共通認識に立って物事を前に進める、そういった議論、あるいは、思いというのを出せる

場が必要じゃないかと思います。ネットワークづくりと言いますか、横の連携網といいますか、

協議会といいますか、そういったものが必要じゃないかというふうに思いますが、いかがお考

えでしょうか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 北広島町のブランド化、ブランド商品をつくっていこうということは非常に

大切なことだというふうに思っております。これまでも、そういった取り組みは商工会とも取

り組んできていただいたところでありますし、今後もそういった取り組みは必要であろうと考

えております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） よくわからないんですが、地域創生、産官学金というふうにいわれておりま

すけども、わかりやすく言えば、例えば農業振興の検討部会、県も含めて農業関係者、それか

ら農協の方が中心になって、実務者も含めてでしょうが、いろんなことをやっていこうという

ふうな親交があります。先ほども地域づくりの話の中でありましたけども、それぞれが現場で

物づくりにかかわっている方が実際に何をどういうふうにしてほしいか、何をしたいと思って

いるか。そういったものが酌み取らないと、なかなか同じ予算を使ってもむだなこともあるで



 

- 115 - 

しょうし、物事が前に進みにくいという状況もあろうかと思います。だから、そういった意見

集約をするような場づくりを行政として主導でもいいですし、声かけでも構いませんが、そう

いった機会をつくることが必要じゃないかというふうな質問をさせてもらったわけであります。

いかがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） これから、そういったいろんな取り組みをしますのに、協議をする場の設定

ということは行政のほうもできるかもわかりませんけども、協働のまちづくりを進めていく中

では、その町が全てのものを引っ張っていくということにはならないというふうに思っており

ます。そうした中で、協議会等つくるにしても、その自主的な取り組みというものが育ってい

かなければなかなか前には進んでいかない面もあろうというふうに思っております。そうした

ところも大切な部分じゃないかというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） いろんな特産品を開発、つくっても、要は出口、マーケットが一番重要だろ

うというふうにいわれております。そのためにも個別に販売ルートをつくっていくということ

もありますけども、そういったネットワークづくりをして、そのことがそれぞれの体力づくり

にも繋がると思いますし、地方創生でいうところの産官学金、そういった力も、そういうこと

ができれば、そういったところの学、あるいは金の力も結集できると思います。そうすること

によって、先ほどから言っております本町独自の特産品ブランドが開発できるというふうに確

信を私はしています。ぜひともそういったところを力を入れていただきたいというふうに要望

して、私の質問終わります。何かあれば、ご答弁をいただければと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 町のほうに、これをやりなさい、あれをやってほしいというようなことだけ

でなくて、一緒にやっていこう、これについては、自分たちがやっていくというような見解が

見通せるという状況の中では、そういったことも非常に大切なことだというふうに思っており

ます。 

○議長（加計雅章） これで森脇議員の質問を終わります。暫時休憩いたします。２時１５分より

再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ２時 ０３分  休 憩 

 

午後  ２時 １５分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 再開をいたします。次に、４番、藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） ４番、藤堂修壮でございます。大綱２点について質問をいたします。まず、

１点目、教育現場の安全確認をということでお伺いをいたします。小学生時代、清く、正しく、

美しくと校訓があったことを思い浮かべます。仲間と遊んだ楽しい日々、ときには思い切りけ
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んかをして、家に入れてもらえなかったことなど、幼いころの思い出は一生消えることがあり

ません。そんな思い出づくりの真っ只中、去る２月２日に小学生児童のスキー事故が不幸にも

発生をいたしました。まことに残念なことであり、心よりご冥福をお祈りする次第であります。

事故は防ぐことができなかったのかと考えますと、悔やまれてなりません。二度とこのような

事故を起こさないために、あらゆる角度から事故防止の徹底を図り、安全対策を早急に立ち上

げることが必要と考えます。事故防止の取り組みについて何点かお伺いをいたします。まず、

事故防止策への取り組みと現状についてお伺いをいたしますし、また見通しについてもお聞か

せを願いたいと思います。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） 町内小学校のスキー教室での事故により、大変大切な命を失いました。学

校管理下で起こしましたことについて責任を痛感をしております。事故の詳細につきましては、

現在も調査チーム、調査委員会を立ち上げまして調査を継続しておるところでございます。ま

た、今後検証委員会の立ち上げについても進めておるところでございます。校長会とともに学

校管理下における事故防止チェック表等も、これまでもつくっておりまして、毎月１日の点検

は欠かさずやっておりましたが、それ以上に各教科、校外学習、学校行事等、事故を未然に防

ぐ取り組みを再徹底をしてまいりたいと思っておりますし、これまでグレーな部分であったも

のも全て小中学校の教育活動の実施計画、安全計画等に徹底をしていく所存でございます。以

上です。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 今、答弁をいただきましたが、安全対策には日ごろから、こういうことがな

いようにということで、万全を期すように行っておっていただくことは承知をしておるわけで

ありますが、何が起きるかわからないということも、いつも心の中に入れておかなくてはなら

んことだというふうに思いますし、安全意識への薄れがあってはならんことだというふうに思

っております。これらを、常にそういうことも考えながらですが、やっぱりこれを起こさない

という一つの方法考えていかなくてはいけないのではないかというふうな思いがしております。

昨日も同僚議員からも質問がありましたけれども、やっぱり活動するということになりますと、

スキーだけの問題じゃありません。いろんな幅広い面からの活動もあるわけであります。そう

いうところへ安全策をとろうと思えば、どうしても財政面も必要になってきますし、それがな

ければ、なかなか前にも進まないということもあるように思います。教育長の立場で、今、安

全策いろいろとっておっていただくと思いますが、きのうもちょっと話もありましたが、移動

の問題とか云々あると思いますが、これから、そういう対策に対して、財政というのがどうし

ても出動が必要になってくると思いますが、そこら辺のお考えはいかがですか。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） まず、事故防止ということにつきましては、先ほども今回の事故につきま

しては、十分調査をして、最終的には検証委員会のほうからのご意見もいただくという形で進

めてまいります。また現在行っております学校におきます各教育活動、ただいまもございまし

たが、子供たちの移動の問題、大変大きな問題であります。活動が縮小しないということを前

提に前向きに考えていきたいと思っておりますし、また、教育活動の中で、これまで大きな事

故はございませんでしたが、水の事故につきましても大変大切な問題であるというふうに考え

ております。学校管理下におきます事故防止チェック表というのは、新たに学校と今つくって
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おるものでございまして、この中で、財政負担等が必要な場合は、町長部局と十分協議をして

まいりたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 安全策、これは、この北広島町全体の問題であるというふうに私は思ってお

ります。今、教育長のほうからもお話がありましたけれども、町を挙げて、これに取り組む必

要があるんだろうというふうに思います。命にかかわることであります。町長、これからの安

全対策に対して全面的な考えを出していただきたいと思いますし、財政ももちろんですが、大

きな課題、問題だというふうに考えますが、いかがお考えですか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） このことについては、命にかかわることでありますので、非常に大切な問題

であると認識をしております。何でもかんでもということにはならんかもわかりませんけども、

最重要課題として、財政的にも取り組んでいくべきだと考えております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 事故は起こさない、起きないということを大きなスローガンとして、ぜひ今

後も取り組んでいただきたい。事故の代償は非常に大きいものがあります。教訓を生かして、

徹底した事故防止対策を強く望んで、この質問を終わります。次に、第２次長期総合計画につ

いてお伺いをいたします。早いもので、本町が合併して１０年を経過をいたしました。合併当

初は、新町建設計画を機軸としてスタートし、その後、長期総合計画を策定をいたしました。

合併当時の厳しい財政状況や旧町それぞれの抱える課題と問題点を一つ一つ検証しながら、一

歩一歩前進し、今日を迎えております。その間、幾多の問題も発生をいたしましたが、町の進

展に伴う数々の施策を打ち出し、本町の活性化を目指した事業をさまざまに展開してまいりま

した。教育環境の整備や健康分野の充実と施設整備、そして社会の変化に対応した対策など、

多くの事業と時間、そして膨大な経費も費やした１０年だと感じております。その貴重な歩み

をもとに、次なる１０年に向け、夢と希望の持てる計画を策定し、町民が安心して快適な生活

が送られるよう、磨きのかかった計画が求められていると考えます。これまで以上の発展を目

指し、勢いある町の創造を期待して、この質問をいたします。まず、１点目は、この第２次長

期総合計画がこれからつくられるわけでありますが、平成１９年に策定した長期総合計画の実

行割合と課題、または反省点についてお伺いをいたします。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 企画課から回答させていただきます。北広島町長期総合計画は、平成２

８年を目標年次に、平成１９年度から２８年度までの１０年間を計画期間として、平成１９年

３月に策定をしております。地域を再生し、定住・交流の拡大を目指すことを目標に、まちづ

くりを方向づけ、総合的かつ計画的に展開していくための方針を定めて、施策の展開を図って

まいりました。今後１０年間の総合的なまちづくりの指針となる計画として、第２次北広島町

長期総合計画の策定を今年度から行っているところでございます。この第２次北広島町長期総

合計画策定にあたって、住民の皆様の中から２０００人を抽出してアンケート調査を実施をい

たします。１０年間取り組んできました施策についての成果、評価をお伺いする内容としてお

ります。また、昨年１０月に策定をしました北広島町人口ビジョン及び北広島町総合戦略の策

定時と同様、役場内にワーキングチームと幹事会を設け、その中で、事業の効果、検証を実施

をして、第２次北広島町長期総合計画に反映していきたいと考えております。 
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○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 質問に答えがなかったように私は聞いたんですが、これまでやってきた長期

総合計画の反省点であるとか課題であるとかがあればお聞かせを願いたいということを聞いた

んですが、いかがですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） その点について、先ほど申し上げましたように、住民の方へのアンケー

トですとか、役場内でのワーキング、幹事会等通じて、そういった反省点、課題等出していく、

整理をしていくというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 住民に反省点とか課題とかを聞くということでいいんですか。これまでの長

期総合計画は、もちろん住民も主体ですが、行政として進めてきた分もあるんであって、その

立場から見て、これから新しいものをつくりたいというときに、これまでの課題は何ですかと

いうことを聞きよるわけで、アンケートで、住民に今から聞きますというのは、ちょっと違う

と思うんですが、いかがですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 住民の方にお伺いをするのは、この１０年間取り組みに対する成果です

とか評価、どういうふうに住民の方が、この１０年間の長期総合計画に沿って、町が実施をし

てきました事業についてどういう評価をしておられるのかというのをお伺いした上で、それを

踏まえて検証していくと。役場内のワーキングチーム、幹事会等で検証していくということを

考えております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 何か答えが出てこんような気がするんですが、もう一回聞きます。行政とし

て、これまでやってこられた反省点というのはないんですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 反省点がないようでしたら、一番いいんですけども、それはないと思い

ます。それをこれからやっていくということでございます。整理をして、それを出すことによ

って、それをもとに今後１０年どうしていくのかという計画をつくっていきたいと思っており

ます。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） これから反省もするということで理解してよろしいですか。全て１００％で

あれば非常にいいことですが、いろんな課題やら問題、また反省点もあるんだろうというふう

に思いますので、しっかり洗い出して、これから第２次の長期総合計画をつくっていくわけで

すので、大いにそれが、土台というのはおかしいですけれども、その反省を踏まえた新しいも

のをぜひつくっていただきたいというふうに思います。そこで、これからつくるよと、考える

よということでありますが、大まかな、この町をどういうふうにしていくんだよということが

大体ないと、まるきり白紙の状態から進めるのかどうかということもわかりませんが、今の話

聞くと、全く白紙のような話に聞こえたんですが、長期総合計画これからつくるわけです。こ

の一つの大きな柱がどこにないといけないと思いますが、ベスト５までいかんでもいいですが、

これを目標にいくんだということを教えてください。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 
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○企画課長（山根秀紀） 北広島町人口ビジョン及び北広島町総合戦略、これは地方創生と人口減

少克服に向けた新しい人の流れづくりに特化をしたものでございます。これらを第２次北広島

町長期総合計画に包含しながら、住民との協働と広域的な連携を軸に、誰もが住みたい、住み

続けたいと思えるまちづくりを目指していきたいと考えております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） そういう考えで、長期総合計画をこれからつくる体制に入るんだということ

だというふうに受けとめさせていただきます。長期総合計画をつくるのに、先ほど課長のほう

からも答弁がありましたが、１６歳以上の人に、２０００人を対象にアンケート、要するに２

０００枚ほど配るということでありますが、このアンケートをどれぐらい、この長期総合計画

つくられるのに、ウエートとしてどれぐらい重要視されているか、お聞かせ願います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 計画策定ですとか、町の施策を展開していく上で住民の方がどのように

思われているのか。住民の方がどのようなところで困っておられるのか、どのようなところで、

プラスとして感じておられるのか、そういった住民の方の思いを酌み取ることがまず大切だと

いうふうに思ってます。それがあって初めて計画なり施策が打っていけると思いますので、そ

ういう意味で、このアンケートは非常に重要な意味があると思いますし、ただ、アンケートだ

けで、そういったものが全て捉えられるとは思っておりません。総合戦略のときにもやりまし

たけども、例えば子供さんを育てておられる女性の方のところに出かけていって、懇話会とい

いますか、お話をしながら意見を聞くとか、そういった定住された方の集まりに行って、お話

を聞くとか、そういったものをもっと広く充実をさせていく中で、住民の方の意見をお伺いを

していきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） お聞きをしますと、アンケートのウエート、要するに住民の皆さんの意見が

そこに出てくるんだと。さっきもありましたように、反省も踏まえてということでありました

が、かなりウエートが高いんだなという思いが今いたしております。しかし、１６歳以上の人

に、２０００人を対象に、２０００枚を対象にというのは、非常にこれ少ないんだと私は感じ

てなりません。お話も聞かせてもらっておりますが、前回の長期総合のときにアンケート出し

て、２０００枚出して、回収率が１０００という話でございました。２０００出して１０００

ということは半分です。町全体の人数からいうと、２０００というのは非常に少ないと思うん

ですが、これで大丈夫ですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 大いにこしたことはないということだとは思いますけども、やはり、あ

る程度の数がとれれば、大体その傾向というのは見れるということだというふうに思っており

ますので、前回の長計の策定時も２０００でしたけども、今回もそれと同数でアンケートを行

っていくということにしております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） だから前回の反省が欲しかったんですよ。前回２０００枚やってるから、今

回２０００枚というのは、これは反省も何にもないという、私から思えばそうしか思えない。

だから、前回こうやったんだけれども、２０００枚出して、１０００枚しか返ってきてないと、

これをどうやったら、アンケート必要なんだけれども、これをどうやったら多くの皆さんに周
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知をしていただき、意見がいただけるかということを踏まえたものでないといけないんじゃな

いかなという思いがするわけです。もうアンケート出されましたか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） はい、発送しております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） もうちょっとこの議会が早かったら、こういう議論も早くできたんかもわか

りませんが、結局、新しいものを企画してつくろうという、１０年先のことを今考えておるわ

けなんで、それがあまりにも軽々し過ぎるというふうな思いがしてなりません。こればっかり

言うと、もうアンケートも発送されておるわけでありまして、何かもう少し意見を聞く場とい

うか、そういうものも欲しいなという思いがいたしております。もう一つ、まちづくり委員会

を中心に、この策定もまたしていくということであります。総合戦略のときもまちづくり委員

会の人に大変にご心配をいただきました。先般いただいた資料の中にスケジュールがあります。

まちづくり総合委員会が会議をされるのが７回であります。第１回は、もう既に終わっており

ます。２回、３回がアンケートの結果の収束、要するにアンケートに対する会議が２回ありま

す。これは、その内容はわかりませんけれども、アンケートに対していろんな話し合いがされ

るんだと思います。その後、９月の末には、素案がほぼ完成するということであります。その

間、基本構想、あるいは計画素案の検討等々、アンケートの結果の議論された後にまちづくり

委員会、２回しかないんです。その後にはもうほぼ形にするということでありますが、これ本

当にこのぐらいでいいんですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 計画の策定を１２月末を目途にしております。ほぼ毎月の開催の形にさ

せていただいております。回数を多く重ねていくということも必要かもしれませんけども、い

かに情報整理をして、お示しをすることによって協議の内容が深まっていくのではないかとい

うふうに思っておりますので、そういったところを充実をさせていって、非常にタイトなスケ

ジュールであるとは思いますけども、その中で、今の目標は、１２月末を目途に策定をしてい

きたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 総合戦略を策定するときに、議会のほうも総務委員会を中心に、議会の皆さ

んも全部参加できるようなシステムでもあったんですが、何回か傍聴に行かせていただきまし

た。そのときにコンサルで示されておる、あるいは一つの形が出てきておるものをまちづくり

委員会の皆さんに提示をされて、その提示に対して、示されたものに対して、これに対してど

うですかという意見といいますか、会議であったように思います。今回も同じような形式です

か。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 全く白紙の状況からつくるということは、まず無理だろうというふうに

思います。その中で、先ほど申し上げましたけども、その住民の方の意見ですとか、現行の長

計ですとか、そういったものを参考にしながら、ある程度の本当に素案の素案ですけども、そ

ういった叩き台といいますか、それを示した上で協議をしていただくということが必要だろう

というふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 
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○４番（藤堂修壮） だから、住民の意見を聞く場というのは、ここにもあるのはあります。これ

は質問しようと思っておるんですが、４月から６月の間に、若者・子育て定住者による提案、

まちづくり講演会というのが予定をされております。これの内容もちょっと聞かせていただき

ますが、これ以外にもあるんですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） この内容といいますのは、ここに書いてありますとおりで、それぞれの

対象の方に対するヒアリングといいますか、会を持って、それぞれの世代であったり、対象の

方を絞った形の中でお話を聞くのと、それから、その関係の団体、協議会を構成をしていただ

いております団体がありますけども、その団体に対しても、会議のときだけではなくて、その

団体に出向いていってヒアリングをさせていただきたいというふうに思っております。そうい

った総合戦略ではなかなかそこら辺が充実はできませんでしたけども、それをもっと広げて、

４地域でのワーキングですとか、そういったものしながらご意見を伺っていきたいと思ってお

ります。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 意味はわかりました。しかし、先ほども言いましたようにアンケート、それ

から、今言いました講演会であるとか提案を、要するにヒアリングをされるということだと思

いますが、４月から６月、約２カ月ですね。４月の中ごろから６月の中ごろまでという、一応

計画ですが、これしかないんですよ。あとは、それをまとめたものを、先ほども言われました

ように、白紙の状態ではいかんということで、まちづくり委員会に提案をされて、それをいろ

いろ議論されると。その議論もたった２回しかないんです。これで大丈夫ですかということを

言いよるわけですが、これは内部で、内部会議、これはどういう形で、何回ぐらいやられるん

ですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 役場内のワーキングですとか幹事会につきましては、当然、その協議会

の前後、その状況でやっていくというふうに思っております。したがって、そのまちづくり総

合委員会の回数以上は当然必要だというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 内部会議、これは横断的ですね。各課でやっておられるんですね。これが非

常にウエートを示す、計画の形をつくるのに非常にウエートが高いんだなという、今思いで聞

かせていただきました。これと、例えばまちづくり委員会等出されたときに意見が、まちづく

り委員会が、例えば極端な話しますと、８月のまちづくり委員会に出されたものが、９月には

ほぼ完成するということなんで、これ変えられる時間があるんですか。訂正というか、そうい

う時間があるんですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） はい、幹事会等経て変更してまいります。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 変更してまいりますといわれれば、私も何も言えませんけれども、ぜひそれ

は、１０年先を考えるわけですから、そこら辺のところは慎重にやっていただきたいし、慎重

かつ敏速にやっていただきたいわけですが、１２月の完成、これ確実にできますか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 
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○企画課長（山根秀紀） はい、目指してまいります。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 目指してください。目指すというのは非常にいい言葉なんですが、どう見て

も、あまり肩肘張らずに、延ばすときには延ばしますよと。もうちょっと時間をとってでもや

りますよというぐらいにやられたほうがいいんじゃないかなという思いがするんですが、あま

りにもこのスケジュールが１年間、まるきり１年間ないわけですので、非常に心配をしており

ます。心配ないと言われりゃ、それまでかもわかりませんが、非常に心配してます。ここばっ

かり時間をとるわけにもいきませんが、ぜひ、ちょっと肩をやわらかく、間に合わんかったら、

また次に考えますぐらいは考えられたほうがいいんじゃないかなという思いがいたしておりま

す。これを計画を立てられて、それから実行に移されるわけでありますが、これも資料いただ

いておりますが、計画の実行が２回ぐらいに分けて、いろいろ検討しながらやるということで

ありますが、この意味を教えてください。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 先ほどのお話ですけども、やはり目標は立てていかなければいけないと

思います。それは、それを目指していくというのが基本にあって、そうは言いながら、策定を

する中で、充実した計画をつくるのが目的ですから、そうでない、それができない状況になれ

ば、またそれは考えていくということになると思いますけども、今の段階は、あくまでもそれ

を目指していきたいということでございます。資料お持ちの長期総合計画でございますけども、

この構成ですが、本町が目指す将来像、まちづくり基本方針などを示す基本構想、この基本構

想を実現するための具体的な施策などを体系的に示す基本計画、これらを実施する実施計画か

らなっております。基本構想につきましては、計画の期間１０年というふうにしておりますけ

ども、基本計画につきましては、社会情勢を鑑みて、きめ細かく、戦略的に５年ごとに見直す

ということで、前期・後期という組み立てにしております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） そういう考えを持って進めるということであります。もう１点は、第２次の

長期総合計画でありますが、これまで、いろいろ議論もされてきておりますが、新町建設計画、

これとの整合性もありますし、第２次長期総合計画をやることによって、新町建設計画の見直

しはされる考えがありますか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 新町建設計画につきましては、合併特例債の行財政上の支援措置等でも

ありますので、このことによって見直しをする予定は今のところありません。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） それでは、新町建設計画、今、進捗状況はどれぐらいの割合か、それと残事

業、どれぐらいあるのかお聞かせ願います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 事業費ベースでございますけども、平成２６年度の決算時の数字です。

全域では１１２．６％、旧町単位の芸北が４５．６％、大朝が３２．１％、千代田が７５．

７％、豊平が３５．３％ということで、全域及び旧４町分合わせた総事業費では６２％となっ

ております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 
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○４番（藤堂修壮） ということは、半分以上は済んでおるが、まだあるということでございます。

この新町建設計画と第２次の長期総合計画、これは切って離せないことだというふうに思いま

すので、ぜひ、それもこの中に入れて前に進めていっていただきたいというふうに思います。

次に、新しい２次の長期総合計画をつくるわけでありますが、先ほども質問いたしましたが、

目玉は、やっぱり人口ビジョンであると、人口増加であるということでありました。そういう

ことを見ますと、これも町長の公約でもありますが、元気なまちづくりをしていかにゃいけん

というふうに思います。元気というと、いろんな考え方があるわけですが、一番元気になるの

は体力、要するに体であるというふうに思うわけであります。長期総合計画の中に、ぜひ目指

してほしいなという思いがしておるんですが、スポーツ立町を目指して、日本一健康なまちづ

くりということを目指してはいかがかなというふうに思うんですが、町長いかがですか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 今、保健課のほうでは、元気づくり体操、それから生涯学習のほうでは、ス

ポーツを機軸にした地域の活性化ということで取り組んでおります。細かいことは後ほど生涯

学習課のほうから報告があろうと思いますけども、元気なまちづくりを進めていくには、基本

となる町民の健康づくり、元気な体づくりというのが基本になろうというふうに思っておりま

すので、そうした部分は総合戦略の中にでもうたっておりますけども、大いに進めていくべき

だと考えております。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木直彦） 生涯学習課からお答えいたします。平成２２年度、１０年間の計

画として、北広島町スポーツ振興計画というのを作成をしております。こちらでございますけ

ども、その基本理念といたしまして、町民が運動やスポーツを通じて、健康で夢や喜びを持っ

て、明るく生きていくために、町政の柱にスポーツ振興を位置づける、北広島町ではスポーツ

振興によるまちおこし運動を展開し、スポーツで日本一元気な町北広島町の実現を目指すとし

ております。スポーツ振興は、町政の大きな柱として推進していかなければならないというふ

うに考えております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 非常にいいことを謳っておっていただくわけであります。絵に描いたもちに

せんためには、やっぱり一つ一つ積み上げて実行していかなくてはいけないというふうに思い

ますが、ここから、こうするよということがあれば、お聞かせください。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木直彦） たちまち今年度は、生涯学習のほうでは、スポーツ大会を通じた

地域振興、活性化というふうなことの計画策定、それから学校教育におきましても、民泊を活

用したスポーツ合宿というふうなこともあります。それからラジオ体操の取り組みというのを

ずっとしておりますけども、今年度もラジオ体操の指導者講習会というのをやっております。

来年度以降も健康タウン構想の推進ということで、５年間の事業に取り組んでいきたいという

ふうなことを思ってます。また、後ほどのご質問の中にもお答えしようと思うんですけども、

そういったことです。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） まとめて質問したいというふうに思いますが、スポーツ施設は、我が町には

いっぱいあります。これの利用度、それから北広島町にどれぐらいのスポーツクラブも含めて
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あるか、把握をしておられますか。これ２つあわせてお願いします。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木直彦） 北広島町内の主なスポーツ施設といたしましては、各地域の運動

公園というふうに考えております。平成２６年度、運動公園利用人員につきましては、芸北運

動公園が９９３７人、大朝運動公園が２万５８６人、千代田運動公園が５万６４７８人、豊平

総合運動公園が９万３５２５人でございます。利用者数においては、全体的には、おおむね横

這いで推移をしているという状況であります。これは学生も入っております。続きまして、町

内で行われているスポーツクラブ、または団体の数やスポーツの種類ということでございます

けども、町が直接かかわる主な団体といたしましては、北広島町体育協会、北広島町スポーツ

少年団、また創設されます千代田総合型地域スポーツクラブを含め、町内４地域にそれぞれ総

合型スポーツクラブがあります。体育協会の競技部としましては、２０競技部、スポーツ少年

団単位団体としては２１団体が活動しております。町内に自主的に活動されている団体全てに

ついては把握し切れておりません。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 私も初めてこういう数字を聞かせていただきましたが、相当な人が、学生さ

んも含んでおるわけですが、その施設を利用しておっていただきます。これはすごく大きな力

であるというふうに思います。何かやっぱりこういう力をまとめていくことが必要なんだとい

うふうに思います。スポーツを、今聞かせていただきましたが、スポーツにかかわる町民の参

加はそれだけあるんだということであります。これをやっぱり生かさにゃいけん。さっきも話

がありましたが、生涯学習課、あるいは保健課のやっておられることは同じようなこともある

わけです。やっぱり健康づくりということもあるんですが、何かこういう横の連携というもの

を保っていける方法というのはないんですか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 現段階では、関係課がしっかり連携して進めていくということになっていく

と思います。今までもそういう形で、ある程度の連携はできておるというふうには考えており

ます。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 日本一を目指してはどうかということを私が言うておるわけでありまして、

これだけ多くの人がスポーツに携わっておられる、またこれからもどんどんどんどん普及して

いっていかなければいけないというふうに思います。そこで、スポーツを振興するスポーツ振

興課を立ち上げる考えはありませんか。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木直彦） 現状では、教育委員会内にスポーツ振興を所管する専門の課を設

置ということは考えてはおりません。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 町長いかがですか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 現在のところでは、スポーツ振興課というような課の設置は考えておりませ

んが、いずれにしてもこのスポーツ、元気づくり、こういったものは今後重点的に進めていく

べきだというふうには考えておりますので、そういった必要性がもし出れば、また検討はして
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いくというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 今、先ほど言っていただきましたスポーツにかかわる人数以外にだと思いま

すが、非常に町を元気にしておるのが元気づくりシステムであります。これを今後、今非常に

広まっておるんですが、今後どのように広めていかれるのか、お考えがあれば、お聞かせくだ

さい。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 平成２５年度にスタートしましたこの元気づくり推進事業ですけれども、

現在２６カ所で行っておりますけれども、もう少し範囲は狭めて、本当に常会をするような小

さな集会所でも、少し足が不自由な高齢者も参加できるような身近なところでの開催を今後は

進めていきたいというふうに考えております。平成３２年が６５歳以上の北広島町の人口がピ

ークになるというふうに予想しておりますので、そのころには実人数が１０００人、１０００

カ所目指すということで、目標ですけれども、実施をしていきたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 今、やっておっていただく元気づくりシステム、非常にいいことだというふ

うに思います。と同時に、行きたくても行かれない人もおられるわけです。これもやっておっ

ていただくんだろうと思いますが、ストレッチであるとかヨガであるとか、こういうものをぜ

ひ大きく普及をさせていただきたいというふうに思いますし、家庭で気軽にできることもどん

どんアピールしていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） この事業は、どなたでも参加をしていただけるというのを一番の柱にし

ておりますので、少し体の不自由な方もできる範囲でやっていただけるような内容にして、今

もしておりますけれども、もっとそういうこともＰＲをしていきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（加計雅章） 藤堂議員。 

○４番（藤堂修壮） 終わりますが、元気なまちづくり、健康が第一でありますし、それによって、

皆さんが町を元気にしていくんだろうというふうに思います。先般、講演を聞かせていただき

ました。櫃本真聿さんの講演でありました。非常にいいことを言われましたので、最後に皆様

方にご報告をしておきたいと思いますが、健康は、非常に心も、それから体もですが、元気に

してくれます。ありがとうと言える老人になりたい、ありがとうと言われる行政でありたいと

いうことであります。お互いに心一つにしてまちづくりに励んでいく、これぞ長期総合計画の

真髄だろうというふうに思いますので、申し添えて、私の質問を終わります。 

○議長（加計雅章） これで藤堂議員の質問を終わります。暫時休憩をいたします。３時２０分よ

り再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ３時 ０８分  休 憩 
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午後  ３時 ２０分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 再開いたします。次に、１番、真倉議員。 

○１番（真倉和之） １番、真倉和之です。さきに通告しております大綱１点、６項目について伺

いたいと思いますが、一般質問は、あまりにもシンプルに書いておりますので、答弁しにくい

とこあるかもわかりませんが、それなりの答弁をいただきたいと思いますが、新しい年を迎え

た１月２７日からの寒波による７日間の千代田地区の上水道の給水停止は、私たちに何を考え

させてくれたのでしょうか。給水区域の町民への多大な迷惑と損害を与え、また、千代田地区

に進出していただいている企業への迷惑と損害ははかり知れないものがあり、大きく報道され

ましたことは、北広島町のイメージダウンは大きく、定住促進にもプラスにはならないと思い

ます。天気予報で早くから報道されていた寒波に対する対策と行政の危機管理意識の欠如だと

思います。議会全員協議会で、断水の原因についての説明がありましたが、豊平病院、あるい

は芸北における残念なスキー事故を含めて、平成２８年度に向けて丁寧に解決していかなけれ

ばなりませんが、昨年１０月に作成された北広島町の人口ビジョンは、北広島町の人口は、こ

れ以上は減少させないんだと、そのためにこの施策を強力に進めるんだという迫力には欠けた

と思いますが、政治は、行動と結果であり、決断と実行であると思いますが、昨年の末から年

始にかけて聞かせていただいた意見を含め、小さな質問になるかしれませんが、質問をさせて

いただきたいと思います。初めに、施政方針で、活性化という文言が多く使用されてます。実

際には１０回使われておりますが、行政で使用されている活性化とは、何をしようとして使用

されているのか、初めにお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 企画課から回答させていただきます。さまざまな施策を講ずることによ

り、地域や組織の活動は活発になり、住民一人一人が実現したいことがかなえられる明るく元

気なまちづくりを推進していくということでございます。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 答弁をいただきましたが、私は、私で調べてみたんです。活性化について。

これは、活性化と、これ経済と政治の面の活性化が書いてありますが、いずれにしても、活性

化とは、沈滞していた機能が活発に動くようになるということでありますが、それでは、誰が

そのことを指導して、活発に動くようにされるのか、誰が実施、そのことをされていくのか、

そのことについてお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 難しい質問でございますけども、今言われております協働、行政と住民

の方、地域の方一緒になって、同じ方向を向いて進めていくということが必要だというふうに

思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 企画課長、行政と町民が同じ方向を向いていくような強烈なリーダーシップ

は行政とってもらいたいというように思います。これで時間たってもいきませんので、次いき

ます。集落の人口減少、高齢化が進む中で、行政職員は行政区、地域とどうかかわるべきと考
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えておられるのか、お聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 行政と地域がまちづくりに関する責任と役割を明確にして、共通の課題

を解決、あるいは共通の目的を達成するため、連携、協力して活動することが大切であると考

えております。現在そのようなスキルを高めるために、協働のまちづくりをテーマに職員研修

を実施しているところでございます。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 言われることはようわかるんですよ。教科書に書かれているようなこと言わ

れるのは、よくわかるんですが、片一方で集落は高齢化してるんです。その中において、行政

区長の責務は、北広島町の行政区の設置に関する規則第２条１項に、まちづくりなど住民自治

意識の高揚及び実践活動に関することとありますが、このことが区長本来の仕事だと思います。

この取り組みにより行政区づくり、まちづくりを実践することにあると思います。平成２７年

度は農業センサス、国勢調査の町からの依頼で、苦労しながら、二度、三度と訪問され、調査

を終え、提出されましたが、北広島町の例規集にない団体の募金、寄附金の集金を現行の区長

報酬の中で区長に依頼されていること、行政は認めておられるのかどうか、お聞きしてみたい

と思います。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） 先ほど議員おっしゃられた規則の中で、各種募金という項目がございま

して、その中で、それらの団体の募金のお願いを、これはあくまでもお願いでございますが、

お願いをしているところでございます。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） これはあくまでもお願いであって、これ行政の規則なんですね。よその団体

まではないんですね。と私は思っておりますが、行政区長の業務は、それは総務課長が言われ

たこと、ここへ、３遍目に各種募金に関することというのはありますよ。これを手を広げたと

きにどうなるのか、そのことについてはよう考えていただかんといけんと思いますし、このこ

とが、他団体に適用になるとは思っておりませんが、答弁お願いします。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） この募金の種類ですけれども、行政からの募金というのは当然ございま

せんので、関係している団体、例えば青少年の育成でありますとか、防犯組合でありますとか、

社会福祉協議会、赤十字といったような団体が該当いたしますけれども、こういった各種団体

の募金を区長さんを通じて集めていただくようお願いをしているといった状況にございます。

募金につきましては、これは当町だけではなくて、自治会頼みというようなことが先日も報道

等でされておりまして、いろいろ議論のあるところであろうと思っております。これまでの長

年の習慣によりまして、こういった形をとらせていただいておりますけれども、その点につき

ましても議論をしていって、見直すべきところは見直すといったことが必要かと考えておりま

す。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 答弁いただきましたが、行政区長は行政の業務をする区長だというように思

っております。今ある行政区、今年、ある行政区の総会に案内をいただき、出席をして資料見

ますと、行政区の戸数が３６戸、１カ月の区長報酬が５２５１円、１カ月の行政文書配布業務
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の委託料が７８００円で、会費、募金の集金件数が１１件、毎月大方１件であります。そのう

ち地域協議会などが依頼されているのが３件、その他は他の団体であり、行政区からは依頼は

ありません。ここへ区長さん持ってこられましたよ、これでいいんかと。これが１００戸以上

の行政区は大変なことなんですね。このことを含めて、行政が行政区内の高齢化とともにお世

話をお願いしていくことが非常に難しくなっていることは現状であります。今後の高齢化社会

を考えると、行政職員は行政区に担当を決め、区長文書を持参すると。区長の意見を聞くと。

年２回、上期・下期に町民の意見を聞いて行政活動に生かすことが、町長が選挙公約である、

町民の声を聞き、町民とともにまちづくりをするということになるのではないか、お聞きして

みたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 今の募金のことについては、また、いろいろ本当に問題があるんなら改めて

いかにゃいけんかもわかりませんけども、区長さん方のご意見を聞かせてもらうというのは、

今では年に１回集まっていただいて、町からの考え方をお話したり、皆さんから意見をいただ

いたりという場を設けさせていただいております。職員も当然そこで一緒に聞かせていただい

ておりますけども、先ほども紹介がありましたが、協働のまちづくりということを今後は進め

ていくべきなんだろうというふうに私も思っておりますけども、それはいろいろ聞かせていた

だいて、状況を把握するということは必要だと思いますけども、何もかも職員がやっていくと

いうことではないというふうに思っております。協働して、役割分担をしながら、一緒に進め

ていくまちづくりだというふうに思っておりますので、そういう形で進めてまいりたいと思っ

ております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 私は、職員が何もかも絡めというんじゃない、やはり年に一遍ほど区長さん

の意見を聞かれますが、あそこではほとんど意見が出ないんです。今年も行ってみますと、Ｏ

Ｂあたりが非常に多くて、地域の人の人数が非常に少ないんです。それで本当の町民の意見を

聞いているのかということで、今言ったのは、区長文書で持ってって、あるいは聞かせてくだ

さいというぐらいのことはやってもいいんじゃないかというように思いますし、施政方針の中

で、人口減少や高齢化社会が進み、社会構造が大きく変化し、集落の維持を言われてますが、

行政職もやはり町民に対する公僕ということは忘れていただきたくないと。それから町民への

行政サービスの向上、今からどうしていけばいいのかということも考えていただきたい。本当

にうちの集落を見ていただいても後期高齢者がほとんどであります。どのようにして、今から、

この地域を守っていけばいいんだろうかということが考えるものでありますが、次の質問にい

きます。北広島町長期総合戦略の中で、若者定住対策で、他の地域にない独自の魅力づくりと

定住につなげる仕組みを構築すると言われていますが、どのような方策を考えておられるのか。

先ほど来、定住について意見が出ますが、どうも柱になるような答弁が返ってきませんが、そ

れについて答弁をお願いします。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 具体的な施策になりますけども、田園空間ライフスタートアップ事業、

移職住のトータルサポートと題しまして、田舎暮らしの移住地を探す希望者が一時的に町内に

滞在をして、暮らしや仕事などを体験したり、探したりする拠点となる仮住まいを空き家を活

用して実施をしたいと思っております。仮住まいの提供だけではなく、町内のさまざまな魅力
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に富んだライフスタイルを紹介し、体験してもらうことで、より多くの方に北広島町への定住

を選択してもらえるよう取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） そのことについては、後ほど聞かせていただきたいというように思ってます

が、先の議会においても、職員の定住についての問題が出てまいりました。定住促進は、合併

以来の施策の柱なんです。定住定住というのは。初代の前町長から、交流と定住ということに

ついて、定住については非常に力を入れてこられたわけでありますが、先の議会で、職員の定

住についての質問、答弁で、憲法で保障されている答弁は、きたひろネットを聞いておられる

方から非常に物議を醸したものであります。どこに住居を構えるかは自由でありますが、家庭

の事情、子供の教育の問題などで、やむなく町外定住をする方もおられると思いますが、町内

定住への話をお願いされたことがあるんかどうか、お聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） 職員に対する町内への定住ということでございましょうか。具体的に、

町内に住みなさいと言ったことはございません。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 行政推進を進めていただいている職員の定住について答弁いただきましたが、

私たちも、他の市町へ住民票移すことはできるんですよ、私たちも。職員について答弁いただ

きましたが、もう一つ、行政推進の一翼をお世話していただいている地域振興協議会の取り組

まれている行事についても、参加されている職員はあまり見ないんです。これでよいんだろう

か、その点をお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） 地域振興協議会への行事への参加といったご質問でございますが、職員

がどの程度参加しているかというのは、具体的な数字のほうは把握しておりませんが、参加を

している実態は把握できます。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 先ほど企画課長が答弁いただきましたが、施政方針で、田園空間ライフスタ

ートアップ事業で、芸北、大朝、豊平地域でお試し住宅を整備し、地域と連携してとあります

が、地域とどのように連携して取り組もうとされているのか。それから、暮らしの体験移住環

境の提供により定住を図ると言われてますが、地域と連携し、どうＰＲし、地域資源を活用し

た定住にどう繋げていかれるのか。また、施政方針で言われている住宅建築補助金を増額する

と言われてますが、現行の何％ぐらいのアップになるのか、あわせてお聞きしてみたいと思い

ます。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） お試し住宅でございますけども、３地区今のところ考えておりまして、

それは豊平が１地区、大朝が２地区でございます。地域と連携をしたということでございます

けども、まず、定住対策一般について申し上げますと、当然定住のための施策補助金、支援と

いうのは必要だと思います。それと同じように、いや、むしろそれ以上に、今住んでおられる

住民の方がいかに生き生きと暮らしておられるか、自分たちの町を誇りに思っておられるか、

それが大切だというふうに思っております。幾ら制度があって町内に定住していただいても、

そういった状況にない地域にはやはり住んではいただけないと思います。そういった意味で、
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現在、町内で何地区か、その空き家を活用して定住に取り組もうということでスタートしてい

ただいている地区がございます。非常にありがたいと思いますし、心強いというふうに思って

おります。それを行政として支援をするという形で、一緒になって、基本的には地域で空き家

を活用したお試し住宅を運用していただけますけども、一緒になって、定住対策に取り組んで

いきたい。そしてこれをモデルにして、今後展開ができればいいなというふうに思っておりま

す。それからＰＲ、行政がＰＲしていくということも大切だと思います。見やすいホームペー

ジなりをつくっていく、本町の定住の専用のバナーつくっております。そういった工夫も必要

ですけども、やはり同じように、住んでおられる方が情報発信をしていただく。それが非常に

大きな力を持っているというふうに思いますので、そういったところをあわせながら、ＰＲに

努めていきたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 住宅建築補助金の増額について。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 制度的には変わりません。ただ、予算配分といいますか、予算要求を増

やさせていただいているということでございます。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 縷々説明をしていただきましたが、田園空間ライフスタイルスタートアップ、

ここへ何日ぐらいおってもらおうと思っておられるんですか。というのが、移住してくる荷物

の運びとか、また帰るときのこともありますので、そこらをどのように考えて進めていこうと

考えておられるのかについてお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 制度設計につきましては、今回補正でお願いしておりますけども、承認

をしていただきましたならば、これ繰り越しになりますが、新年度に入って、地域の方との協

議をしながら、その制度をつくっていきたいと思います。長期というわけにいきませんけども、

今言われましたように、あまり短過ぎてもいけませんので、どういったところが一番適切な期

間なのかといったところもあわせて協議をしながら制度をつくっていきたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） ということになると、正式にスタートしていくのは、まだ早いことにはなら

んのですか。何月ごろから思っておられるんですか。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 協議そのものは新年度早々始めていきたいと思います。その整いぐあい

といいますか、地域によって違うと思いますけども、そういった体制がとれたところからやっ

ていきたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 若者定住初め定住対策の取り組みについて、こういう方法でやっていくんだ

というもの、どうも私には見えてきませんが、定住について、空き家を修理する費用を古民家

再生ローンとして、金融機関と連携した融資の方策を進められる考えはないのか、また、空き

家、農地にあわせた新規就農者を進めるパックにした定住を考えられるものはないか。それと

も北広島に住んでくれればいいんよという意味でのアパート定住を求められていくのか、どう

いう定住方策を柱として進めていこうとされるのか、どうも私には見えんのですが、そこらを
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お聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 金融機関と連携したローンの支援ですとか、そういったところをとって

いるところもあります。そういった制度を参考にさせていただきながら、研究をしていく必要

があるというふうに思います。どういった形で取り組もうとしているのかというのは、しっか

り説明できてないのかもしれませんけども、空き家というのは、ある意味非常に危険な部分も

ございますけども、活用するという面では財産でございますので、財産としての活用を図りな

がら、先ほど申し上げましたように、地域の方と一緒に取り組んでいかないと、その成果とい

うのは出てきません。そういう意味で、そういった形での取り組みをしていくということで、

まず、このお試し住宅をスタートさせたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） そこらが課長、どうもわしらから見たらはっきりせんのですよ。そのこと議

論しとってもいけませんが、定住促進に対する基本的な取り組みが、どうもしっかりしとらん。

考え方が一本の柱がないというように感じますが、人口減少、少子高齢化が進む中で、全国の

市町村は、移住者、定住者の獲得を今競争している時代なんです。北広島町の人口ビジョンの

基本目標との整合性をどうとりながら進めていこうと考えておられるのか、お聞きをしてみた

いと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（山根秀紀） 人口ビジョンでお示しをしております数字は、推計では、こういうふう

に減少していくけども、そこまではなくて、とどめていきたいということで示しております。

その対策としての総合戦略ということで示しておりますが、当然人口ビジョンでの目標といい

ますか、その人口を守ればいいということではない。それを一つの指標として、それ以上のも

のを取り組んでいくということが基本だと思ってます。そのために総合戦略、まだ、具体的に

はこれからの取り組みになりますけども、そういった取り組みをする中で、少しでも人口減少

を抑えていくということで取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） いいこと言ってもらいましたが、そのものを確実に守っていただいて、前向

いていくように、定住については取り組んで、つろうていきたいというように思ってますが、

次の質問へ入ります。次に、ＴＰＰ協定の署名と北広島町の農業振興については、先に行われ

たＴＰＰの協定署名より、各国は２年以内の協定の発行を目指して、国内手続に着手されます

が、高齢化が進む北広島町の中山間地域の農業法人、大型農家、小規模農家にどのような方策

で農業振興を進めていかれるのか、このことについては先ほども質問があったと思いますが、

それを踏まえて答弁をいただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 農林課からお答えします。環太平洋連携協定、ＴＰＰ、でございますが、

参加１２カ国は、先月４日、協定文に署名しました。昨年１０月に大筋合意した内容が確定し

たわけです。早期発効へ各国とも本格的な国内手続を開始することとなりました。政府は、５

月中旬にも国会での承認を目指すとの報道があります。全ての協定参加国の国内手続が完了と

なれば、連携協定が発効となるとのことでございます。本町の農業を取り巻く状況は、農業従

事者の高齢化や後継者不足、担い手不足、集落機能の低下など厳しい状況にあります。本町の
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ような耕作条件の不利な中山間地域では、連携協定が発効となれば深刻な影響が予想されるこ

とから、地域の実情に最も合った具体的な対策を講じるべきものであると考えます。今後ます

ますの高齢化、後継者不足による耕作放棄地の増加及び法人組織の持続性、継続性の問題、米

価の価格に対応した一層のコスト低減、体質強化に向けた取り組みについては、今までの集落

を中心にした取り組みを進めるとともに、集落を越えた連携による機械、施設の効率的利用、

経営の合理化など、広域的な営農体制について、町内４地域ごとに集落、大型農家、法人、町、

ＪＡ等の関係機関を含めた広域的な連携の組織づくりについて協議を始めていきたいと考えて

おります。以上です。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） なかなか答弁は立派な答弁をいただきましたが、国内においては、米の消費

は、少子高齢化、人口減少で確実に国内消費は減少してきますが、報道されますように、日本

の安心・安全な農産物の輸出が和食ブームにあわせて拡大していますが、北広島町の農業法人、

大型農家、小規模農家が攻めの農業にいくのにどのようにして指導していかれるのか、取り組

んでいかれるのか、その点をお聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 政府は、ＴＰＰ対策として攻めの農業の転換と確実な再生産の支援に力

を入れる方針を表明しております。ＴＰＰ協定が発効してからでは遅く、本町農業をさらに推

進していかなくてはならないと考えております。まず、それには農地中間管理機構を活用し、

地域の話し合いを中心とした担い手への農地集積、また農地の出し手の掘り起こし、担い手へ

の情報提供及び収集を行いまして、農地の集積が図られるよう進めてまいります。新たな国際

環境のもとでも本町の農業がしっかりと次世代に継承できるよう取り組んでいかなければなら

ないと考えております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 私が攻めの農業といいますのは、少子高齢化が進み、農家、農村について非

常に高齢化が進んでいくと。その中で、一つ私が紹介させていただきたいのは、九州、熊本県

嘉島町は、これ人口が９２００人で、ここも同じように高齢化が進んできております。６つの

集落営農組織が統合した嘉島農事組合法人を昨年１１月に設立され、町内の３９３戸の農家が

参加され、農地の集積面積は４８０ｈａは嘉島町全体の農地の７０％であります。これは条件

面において非常にいいとこかもしれませんが、これは九州最大の農業生産法人で、平成２８年

度から法人による農業経営を本格化されていきます。米、麦、大豆を中心に作物を集約し、平

成２８年度は国からの交付金を含めて９億２０００万円の売り上げを目指し、コスト削減、競

争力の強化を図り、農業環境の変化する中で、未来に向けて農業を発展させ、米をブランド化

し、輸出も目指したいと言われてますが、先ほど課長答弁をいただきましたが、北広島町の農

業にどうしたら展望の持てる農業振興ができるだろうか、そのことは、やはりつろうてみんな

で考えていきませんと、ここの例も、みやすくはいったとは思っておりませんが、この資料、

後から課長に渡したいと思ってますが、その点含めてご答弁いただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（藤浦直人） 本町の農業でございますが、攻めの農業していかないといけないという

ことは重々わかっております。それと現在、町内には３２の集落法人がございます。今問題に

なっていますのは、各種集落法人の後継者の問題が問題視されつつあります。１０年前には若
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い人たちで組織された法人も年々と年をとって、新たに次の方が入ってこられないというよう

な法人もございますので、攻めの農業も本当大切だと思いますけど、まず、今の現状を法人で

あるならば、もっと強力にしていかなければいけないと、例えば法人間の連携とか、そういう

のを進めていくのが先じゃないかと考えております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 答弁をいただきましたが、先般、ある法人の方と若い方といろいろ話をして

ましたが、わしらの世代で、ここの農地を荒らさんようにしていこうと、どうしても人数は減

ってくるんだと、集落のといって話をされてましたが、全く高齢化というものは待ってはくれ

ません。今後の農業については、役場だけで考えるとかどうこうとは思っていませんが、いろ

んな組織と協力しながら、意見を出し合って、九州の嘉島町のことを先ほど例として挙げまし

たが、そこにいくのにも、これもみやすうにいっとるわけはないと思うんです。そういう方法

も考えながら、つろうてこの北広島町の農地を守っていきたいというように思ってますし、次

の質問にいきます。小規模企業振興基本条例の制定についてお聞きをしてみたいと思います。

平成２６年６月２７日に公布され、同年９月２６日に施行されました小規模企業基本法の制定

は、小規模企業対策の一層の推進を図るため、小規模企業者の事業の持続的発展と小規模企業

政策に関する基本計画など策定を盛り込んだもので、小規模企業の振興を図るために、北広島

町も条例制定をすべきと考えますが、お聞きしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 

○商工観光課長（隅田好則） 従来、国の中小企業施策は、企業の成長発展を基本理念とし、中小

企業を成長の担い手として支援をしてまいりました。しかしながら、昨今企業は、人口減少、

高齢化、海外との競争激化、地域経済の低迷といった課題に直面をしております。地域社会や

住民生活に密接に結びつき、地域の経済や雇用を支えている小規模企業が担う役割の重要性が

改めて見直されております。平成２６年６月２７日に制定されました小規模企業振興基本法で

は、規模の拡大を意味する成長発展のみならず、技術の向上や雇用の維持に努めることも事業

の持続的発展として評価し、基本原則として位置づけられました。平成２７年１２月現在、全

国商工団体連合会が調査されました中小企業及び小規模企業の振興に関する条例の制定状況に

よりますと、全国において、３８件、１４７区市町、中国地方においては４件、７市、さらに

広島県においては１市が制定をしております。本町におきましても、中小企業及び小規模企業

が地域経済の活性化と雇用を支える極めて重要な存在であると認識をしております。北広島町

商工会からの要望や商工会が実施されます経営発達支援計画などを鑑み、中小企業及び小規模

企業の振興に関する条例の制定に向けて、現在準備を進めております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 準備を進めているという答弁をいただきましたが、この町は、商工業の発展

なくして北広島町の発展は考えられません。北広島町商工会は、今年１月２２日に、北広島町

商工会の経営発達支援計画を北広島町地域懇談会で説明され、経営発達支援計画の認定を受け

るべき計画書を中国経済産業局に提出されましたが、北広島町もこれを支援すべきであり、こ

の条例を制定することにより、町の責務は重く発生してくるとは思っておりませんが、社会動

態による人口増加は、工業団地などへの企業進出によるものであり、税制面でも大きく貢献を

いただいておりますが、平成２８年度での条例制定することでの答弁を求めたいと思います。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 
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○商工観光課長（隅田好則） 先ほど議員が言われましたように、平成２６年６月２７日に制定さ

れました小規模企業振興基本法、こちらのほうを基本法といいます。また、その同日に、商工

会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律の一部を改正する法律、こちらのほ

うを小規模支援法と言いますけれど、今、議員が申されました商工会が進めております経営発

達計画というのはそちらの小規模支援法のほうに則ってやられておると思っております。そう

いうことも鑑みまして、町としましては、町と商工会が両輪となって、中小企業、小規模企業

の支援を行っていくことが重要であると考えておりますので、今の準備が整いましたら、次の

議会に上程をさせていただき、審議のほどをよろしくお願いをしたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 前向きな答弁をいただきましたが、平成２８年度には条例制定をするという

て解釈させていただいてもよろしゅうございますね。わかりました。次に、自転車安全利用条

例の制定についてお伺いをしてみたいと思います。子供たちを初め高齢者の事故が後を絶たな

い現代社会において、子供から高齢者まで幅広い世代の町民に、最も身近で広く普及している

交通手段であり、中山間地域の中学生、高校生の通学の手段であります。自転車の交通ルール

の認識不足、運転マナーや安全意識の欠如などにより、歩行者に対する危険運転は後を絶たな

いと言われますが、北広島町も自転車安全利用条例の制定を検討する時期に来ているのではな

いかと思いますが、お聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） 自転車安全条例のご質問でございますが、自転車は、子供から大人まで

気軽に利用のできる便利な乗物でございますが、道路交通法上では軽車両でありますから、違

反をした場合の罰則や罰金等も定められております。また近年、自転車が原因による事故が多

発しており、加害者になった場合、高額な損害賠償金の支払いが命じられるという事例も発生

をしております。町内の自転車利用状況を見てみますと、中高生の通学や町内への通勤、買い

物等への利用があり、条例を制定することで、町、町民、自転車利用者、事業者等が守るべき

事項を明確にし、自転車の安全で適正な利用を町全体で促すことについては有効であると考え

ております。しかしながら、小中学校では自転車教室を毎年開催しております。交通ルールや

安全意識の醸成を図っていること、自転車の利用環境につきましては、市街地とは異なってい

ること、町民の安全意識の欠如による危険運転が原因の事故が多く発生している状況には現在

のところなっておりません。従いまして、現在のところ、この条例の制定は考えていない状況

でございます。 

○議長（加計雅章） 真倉議員。 

○１番（真倉和之） 条例制定については考えてないという答弁でありましたが、北広島町、芸北

小学校は交通安全子供自転車広島県大会、全国大会で優秀な成績をおさめていただいておりま

すが、交通事故に占める自転車事故、ハード面においても、自転車を取り巻く道路環境は十分

に整備されているとは私は思っておりません。自転車の安全運転条例を制定した市町もあるわ

けでありまして、ここへも、よその市町の条例を持っておりますが、できるだけ、このことに

ついては、事故があってからでは遅い、あるいは、今は任意保険へ入れというものもあります。

先ほど総務課長の答弁にありましたが、これ交通ルールに従って運転をしていかなければいけ

ませんので、ここらを踏まえて、事故があってからでは遅いので、芸北だけでなしに、今度は

本地小学校も交通安全の自転車教育の勉強していこうというような話もあるようでありますの
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で、その点を踏まえて、事故があってからは遅いので、事故がある前に、よその事例も踏まえ

て、これを質問させていただくに、ほかなところの条例も取らせていただきました。ついて、

いろいろと調べてみたんですが、そういうことはどうしてもいかんと、中山間においては、そ

れは少ないかもしれませんが、やはり大事な子供が自転車で通学しておるということがありま

すので、今後の検討課題として、条例の制定について前向きに考えていただきたいということ

を踏まえて、私の質問は終わらせていただきます。 

○議長（加計雅章） これで真倉議員の質問を終わります。暫時休憩をいたします。４時１５分よ

り再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ４時 ０４分  休 憩 

 

午後  ４時 １５分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。お諮りします。本日は時間を延長

して一般質問を続けたいと思いますが、これにご異議ありませんか。（異議なしの声あり） 

○議長（加計雅章） ご異議なしと認めます。従って、本日の会議は時間延長をいたします。次に、

１５番、美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） １５番、美濃孝二です。最初に、断水事件を検証し、再発防止、危機管理、

情報伝達の抜本的改善を求め、質問いたします。１月２７日の午前６時過ぎ、突然、きたひろ

ネットの音声端末から、午前１０時から翌日午前１０時まで上水道の断水を実施するとの放送

が流れました。千代田の上水道は、中心部の２０６７世帯、４５７２人及び県営工業団地等の

企業に給水していますが、当初２４時間であった断水期間は、途中から１週間程度に拡大され、

４日から６日間という長期にわたってライフラインが寸断され、住民は大変な苦労をさせられ

ました。私の家も断水地域で、上水道しかないため、毎日給水所に通いました。日本共産党北

広島支部は、断水の検証と再発防止のため、解除２日後から断水地域の２０００世帯にアンケ

ート用紙を配布し、皆さんから、困ったことや、町民の意見を聞きました。現在２６２人、１

３．１％の方から回答を得ています。今回の一般質問では、この断水事件は、千代田の一部地

域にとどまらず、北広島町全体の危機管理、情報伝達、ライフラインの確保など、町民の命と

暮らしを守る極めて重要な問題と受けとめ、アンケートに寄せられた多くの方々からのご意見、

疑問などを紹介しながら、町長、副町長の見解を伺います。まず、危機管理はどうだったのか

という疑問です。アンケートでは、今回の寒波は、数十年に一度の大寒波で、奄美や沖縄でも

雪になるかもしれないと早い段階からマスコミが予想していた。わかっていたのに何の対策も

とっていなかったのか。そうであれば、危機管理の欠如ではないかという意見が寄せられまし

た。この意見に町長はどう答えますか、お願いします。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 初めに、このたびの断水事故につきましては、町民の皆様に多大な混乱と大
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変な不自由、ご迷惑をおかけしたことに対しまして、心よりおわびを申し上げます。町民の皆

様のご協力と、町内外からのご支援により収束できましたことを心から感謝申し上げます。町

の組織全てにおいて、日常業務を通じ、想定する危機に係る情報の収集並びに情報の整理及び

分析を行い、不測の事態をあらかじめ察知し、危機の発生を未然に防止するよう努め、また、

危機が発生した場合に備え、危機による被害を最小限にするため、事前対策を行う責務を負っ

ております。このたびの大寒波の予測に対して、関係課で町民の皆様への注意喚起などを行い、

寒波に備えておりましたが、断水として、危機管理基本計画には、項目立てはありませんが、

その他の事件、事故等の緊急事案として対応をいたしました。このたびの事案については、危

機管理のあり方についてのご意見を真摯に受けとめ、町の危機管理体制及び職員の危機管理の

能力の向上に取り組んでまいります。具体的な取り組みについては、担当より説明をさせてい

ただきます。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 今回の大寒波の予報受けまして、１月２２日夜から２３日にかけま

して、水道管凍結注意の音声告知放送を流し、２５日から２６日にかけましては、配水池の水

位が下がったため、凍結水位とあわせ節水のお願いを、こちらも音声告知放送で流しておりま

す。今回の非常事態を受けまして、広島県及び他市町のマニュアルを参考に、現在、当町でも

マニュアルの作成のほうに取りかかっております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 上下水道課だけでしたね、農林課とかもあるのかなと思ったんですが、私

は、この予報が出される中の１月２２日、危機管理監に、明日からは土日で、役所も休みとな

る。大寒波の襲来による水道の凍結や超低温によってお年寄りに何かあったときの相談窓口の

設置や民生委員への協力要請、職員を待機させるなど、特別な体制をとる必要があるんじゃな

いかと電話をいたしました。しかし危機管理監は、宿直に電話してもらえれば、必要であれば、

担当課に連絡することになっていると通常体制を変えないとの回答でした。しかし、危機管理

とは、個々の不測の事態に対する町の危機対応について、個別マニュアルを整備し、町民等の

生命、身体及び財産並びに町政に重大な影響を及ぼす全ての危機を未然に防止し、また発生し

た場合に被害を最小限にくいとめ、町民の安心・安全を確保することだと考えています。そこ

で伺います。先ほどマニュアルの話がありましたが、他市町のということであったので、町の

危機対応のマニュアルはなかったということでしょうか。お答え願います。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 水道事業として、断水に対してのマニュアルは持っておりませんで

した。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 上下水道課ではそうかもしれません。しかし、危機管理としてはどうなん

ですか。危機管理監の考えを伺います。 

○議長（加計雅章） 危機管理監。 

○危機管理監（松浦 誠） 先ほども町長が答弁しましたように、危機管理基本計画においても、

断水という項目はございません。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 断水はないということですが、先ほどお話しましたように、あらゆる事態
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を想定をして、被害を最小限に食い止めるという点であれば、無いのはおかしいわけですね。

それは認めてると思うんです、無い。いつまでにそのマニュアルをつくるのか伺います。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 断水のもととなりますのにも幾つか要因があると思いますが、その

一つの中で、水の使用量というのも大きな原因になろうかと思います。これから夏場に差しか

かります。夏場が今までの過去の使用状況見ますと、一番よく出る時期でございます。やはり

夏場を目指して、それまでには作成をしたいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 上下水道課は、夏場に向けてつくるということですが、危機管理監に要請

をしておきます。断水だけではなくて、土砂災害等々、マニュアルのあるのもあるかもしれま

せんが、あらゆる可能性を想定して早急につくるということで要請をしておきます。次に、情

報の伝達について、お伺いいたします。伝わったのかということですが、アンケートでは、き

たひろネットに加入していない人は置き去りだった。これで十分な危機管理ができるのかとの

意見が寄せられました。こういう意見に対して、町長の所見を伺います。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） 情報伝達ということですので、総務課のほうからお答えをさせていただ

きます。今回の断水に関しましては、災害対策本部が１月２７日午前１０時からの断水を決定

いたしました。その後、午前６時２０分、７時３０分、８時３０分、９時４５分、９時５５分、

この時刻にきたひろネットで音声告知放送を行っております。また、１１チャンネルのＬ字テ

ロップで、午前８時３０分から断水のお知らせを放送しております。きたひろネット未加入の

方の件でございますけれども、この方たちに情報が伝わらないといったご指摘でございますが、

広報車、町のホームページ、防災安全お知らせメール、それから断水後ではございますけれど

も、断水開始後ではございますが、チラシの配布、県記者クラブを通じてのマスコミへの情報

提供など、複数の手段を講じまして、その周知に努めてまいったところでございます。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） きたひろネットでは伝えたけれども、ほかは広報車、ホームページ、チラ

シというふうに言われました。いろいろ聞きたかったんですけれども、意見では、きたひろネ

ットに加入していないが、税金を払っているんだと。箕野町長は、きたひろネットの全戸加入

が公約じゃなかったのかという意見も寄せられています。それで、先ほど言われた広報車が伝

わったのかということに対する意見もあります。きたひろネット導入時、未加入者には広報車

等あらゆる手段を使って、町民に情報を知らせると言っていたが、今回、広報車がなかった気

がする。もしもこれが災害等で人命にかかわることだったらどうするのかとの意見です。そこ

で伺いますが、広報車は５台動いたと先日報告がありましたが、何日の何時から何台稼働した

のですか。報告では８時半から５台とありましたが、８時半からは動いてないんじゃないです

か。お伺いします。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） 広報車につきましては、１月２７日午前８時３０分から５台体制で、断

水区域について広報を行っております。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 私は、断水当日、午前８時半過ぎに役場に、広報車は出動していますかと
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聞きました。危機管理監がいなかったので、てんやわんやの上下水道課に回されました。これ

がその回答でした。断水まで１時間しかなかったときです。アンケートでも広報車が回ってき

たのが断水開始後だった。これでは準備できないとの意見です。５台というのは、町の車です

か。どういう車ですか。時間は８時半一斉に出たんですか。お答えください。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（古川達也） まず、車についてですが、これは公用車でございます。一斉に出たかど

うかというご質問ですが、５台体制では回っておりますけれども、その辺の資料、今持ち合わ

せておりませんので、お答えすることはできません。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 今回、断水という事態で、少しは時間の余裕があったような感じを受ける

んですけれども、これが災害だったら大変なことですよ。５台動いたといっても、あの狭い地

域で聞いていない人がたくさんいらっしゃるんですね。知らなかったと。全然伝わってない。

また、多くの方から、これは断水の解除のこともありますが、スピードが速く、何を言ってる

のか聞き取れないまま、どこかへ行ってしまった。もう少しゆっくり走らせるか、所々とまっ

て放送してほしかったという意見が寄せられました。こういう意見に対して、副町長、災害対

策本部の副責任者だったので、副町長に伺いますが、こういう広報のあり方、どう思いますか、

伺います。 

○議長（加計雅章） 副町長。 

○副町長（空田賢治） 議員がとられましたアンケート全部読まさせていただいております。その

中にこういう意見があったということも承知しております。ご指摘のとおり、聞き取れなかっ

たという苦情もいろいろありまして、初日にそれも頂戴したことから、その後は、停車できる

とこは停車して、停車できないところでも最徐行でアナウンスをするように努めております。

寒い時期なので、窓を締め切っておられる状態で聞き取れなかった事情というのもありますけ

れども、広報のあり方については、きちっともう一度、今回の事案を教訓として、いざという

ときのために、その効果を発揮できるように改善に取り組んでいきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） そういう点で改善の余地がある、すぐやるということであります。次に、

給水所の問題です。多くの方から、車もなく、お年寄りひとり暮らしの人たちに、給水所に来

いといっても無理だ。給水車を地域に回してほしかった。車を持っていない人が役場に水をも

らいにいけないと電話したら、それでも、どうにか来てくださいと言われ、悲しんでいた。年

寄りや体の不自由な方はとても困っていた。体の悪い人などに、もっと優しい対応をしてほし

いという意見が寄せられました。これもご覧になったと思うんですが、副町長はどう思われま

すか。伺います。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 断水時の応急給水につきましては、断水を実施する前の１月２７日

午前３時に日本水道協会広島県支部へ災害応援の要請の連絡を入れ、広島市を初め県内１０市

から給水車の応援をいただきました。また自衛隊への災害派遣要請も同日午前１０時２０分に

行い、西日本高速道路株式会社中国支社千代田高速道路事務所様にもご支援をいただき、病院

や学校、老人ホームなどの施設の受水槽への応急給水、また広島県農業共済組合北広島支所様

と八重西総合センター様にもご提供いただき、断水区域内に井戸水を含む計６カ所の給水所を
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開設し、応援給水車と、町が借りた給水車を合わせ、断水期間において延べ８１台で応急給水

活動を行いました。諸事情により、給水所に来られることのできなかった方へのきめ細かな対

応ができなかったこと、また、行政だけの対応では限界があり、地域住民による組織などと連

携を取りながら対応するなど、対応策について反省すべき点が多々あったと感じております。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） そのとおりですね。ですから、この教訓をしっかりと受けとめて、当然、

行政だけではできない。先ほど言いました、１月２２日に危機管理監に、事前に民生委員の人

たちや職員を集めたりとか、体制をとる必要があるんじゃないかと言ったんですが、やはりそ

れをやってほしかったというふうに思います。それで、お年寄りが重い２０ｋの水は持てない

わけですね。容器を持って来てくださいというのがずっとありました。ポリタンクは売り切れ

て行けなかったという人が結構おられました。それは断水翌日の１月２８日の全員協議会で、

町長は、そういう中で、ある程度、ポリ袋が準備できているという回答されました。その後、

２月１２日の議員説明会で、災害用背負い式ポリ袋２０００枚が支援物資として届いていたと

いう危機管理監から報告がありました。どういうものかと思うんですが、ちょっとつくってみ

ました。というか、これが大体同型のポリ袋、背負えるんですね。６ℓ入る。２ℓのペットボト

ルが３本入る。これだとお年寄りも、当面の水は確保できるんじゃないかと思うんです。これ

私、３０日の日に八重の総合センターで拝見をしました。でも、来る人は容器を持ってこいと

いいますから、みんなこれはほとんど使いません。この袋ですけども、いつ届き、何枚活用さ

れたのか。また、全ての給水所に配置したのか伺います。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 災害応援物資であります給水バッグ、給水袋は、給水車の要請と同

時に、日本水道協会広島県支部に２０００袋の支援を要請し、１月２７日午後２時ごろには届

けていただきました。また、竹原市から１６０袋、ほぼ同時刻に持参していただきました。別

に庄原市へは町職員が行きまして、１１０袋をいただいて、午後４時に帰庁いたしました。活

用された枚数は、給水所と独居世帯への給水活動にちょうど６００袋を使用しております。活

用方法については、お年寄り１人暮らしの方に１１０袋を使用し、水を配ったほかは給水所に

おいて使用しております。給水所でのそれぞれの内訳数については把握できておりません。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） ３分の１ぐらいの袋は使われたと言いますけど、アンケートでも、それを

見た人はいませんでした。２０００袋といいますと、断水世帯は２０６７世帯、ですから、全

戸に配ってもちょうど、それ以外にもあったということなんで、間に合うはずなんです。必要

でないところもあるんで。このポリ袋が届いて、使ったといいますが、３１日の町のホームペ

ージにも、そういうことは書いてありません。容器を持ってくるようにと書いてあります。な

ぜ、給水所にポリ袋があるのに、容器がない人も来ていいですよと、ポリ袋がありますから、

手ぶらで来てもらっていいですよということを伝えなかったんですか。非常に困って、みんな、

行っても水がもらえないから、行かなかったという人が多いんですよ。どう思われますか。こ

れは災害対策本部の意見聞きたいですね、副町長お願いします。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 給水袋は給水所に用意してありますとご案内いたしますと、２２７

０枚になろうかと思いますけれども、これぐらいの枚数ですと、大きさも５ℓから１０ℓ、２０
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ℓもございますけれども、それほど多くございませんので、これぐらいの枚数ですと、すぐに

無くなってしまったりしますので、混乱を招く可能性があったというふうに考えました。また、

給水袋は、容器のない方用に使用する非常用という認識をしていたため、容器があるご家庭は

ご持参いただくようにお願いをしましたところでございます。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） お年寄りに優しいことしてほしいと。それが必要ですという話があったん

ですが、全然優しくないですね。混乱といいますけど、これは何十回も使える袋です。そう書

いてあります。非常に丈夫な袋です。それを３つも４つも持ってくる人いませんよ。そういう

ときに、また、それが足りなくなったら、すぐ確保すればいいじゃないですか。これで非常に

困った。ですから、本当に優しいという感じがしないんです。あまり活用されてなかった。も

う一つ、断水になって、通常ではかからない費用がたくさんかかったという意見が多数寄せら

れました。コンビニ弁当、コインランドリー、温泉など出費がふえた。費用を返してほしい。

ある方は母子家庭です。ぎりぎりの生活の中で、今回の断水はポリタンク、洗濯など出費が多

く、今月、来月の支払いができなく、しばらくは遅れながらの支払いになりますという悲鳴も

寄せられました。この意見にどう答えますか。それで断水翌日の１月２８日、議員の全員協議

会がありました。副町長は、そういう協議会の中で、ポリタンクを一旦購入してもらい、その

代金を後で払うということも話されました。お忘れになったかもしれませんが、議員で覚えて

いる人もいます。どうなりましたか、お答えください。 

○議長（加計雅章） 副町長。 

○副町長（空田賢治） その日に申し上げたことは覚えております。災害対策本部ができている状

況というのは、危機が迫った状況ということでありますので、そういう対応を、さっき言いま

した、お年寄りに対しても丁寧な対応するという意味で、そういう臨機応変な対応をしてほし

いというのを言っております。これは、実は私は１０年前に江田島市の職員で派遣されている

ときに、県の水道の破裂事故があったときに、断水の事故を経験しております。そのときも、

給水所の手伝いに何回も行って、１週間の断水でしたけども、そのときにも行っておりました

けども、自治会の方等がひとり暮らしの方のところに、ポリタンクさえ用意してくれれば、わ

しらが運んでいくからということを何回もやってて、そういうことを見ておりましたので、緊

急の対応ということであれば、そういうことをやってもいいというのを言いました。今回その

分が、そのことについて、給水所等で臨機応変な対応ができなかったと。多分、杓子定規にだ

めと言ったことじゃないと思うんです。いろいろやりとりがあったと思うんです。先ほど上下

水道課長が申しましたように、限られたポリ袋ということがあるので、それをどんどん出して

いくと足りないと。結果として余っているので、その対応は間違った部分もあったのかもしれ

ませんけれども、そういうやりとりをして、誰か、ポリ容器を借りることができないとか、運

んでくれる人がいないとかいうやりとりがあった後で、そういう対応をしていったんじゃない

かというふうに思っています。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清見宣正） 福祉課から、断水による給水所に行けない方々、高齢者とか障害者の

方々、この救護に関する部門を持っておりますので、ご報告をさせていただきたいと思います。   

給水所に行けない方の把握方法につきましては、民生委員さんを通じまして、ひとり暮らし、

高齢者世帯に訪問していただきまして、対象者の把握をしております。また、行政のほうでは、
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地域包括支援センターの要支援対象者のリストアップをしております。また、介護関係事業所、

ケアマネジャー等々連携を図りまして、要支援者、要介護者の把握をしておりますし、また、

ご本人やら家族の連絡によって把握をしております。対象者が約１７０世帯余りございました。

その中で、本当に給水所まで行けないと。何とか家まで水を届けてほしいという方が十数件ほ

どありました。この対応につきましては、民生委員、それから行政のほうで対応しております。

以上です。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） お疲れさまでした。私も民生委員の方から水が届けられて、本当にうれし

かったという声を聞いてます。ですから、よかったんですけど、十数件、６日間で、延べ９１

人、１日平均１５なんですね。もっともっと多くの方が、行政が捕捉できない人たちが、当然

課長もわかると思うんですが、制度で捕捉できない人たちがたくさんいらっしゃるんです。若

い人もそうなんです。ですから、日ごろの地域の連携も含めて、しっかりと今のようなことが

できるようにすべきだと思います。副町長が経験をして、よくわかってたんだけどということ

ですが、やっぱり混乱がかなりあったと思うんです。大変だったと思うんです。ですから、や

はりマニュアルを、誰が本部長、副本部長になってもやっていけれるようなマニュアルをきち

っとつくっておくべきだというふうに思うわけです。最後にまたお伺いしますので、次にいき

ます。最大の問題は、原因が何だったのかということです。アンケートで、多数の方から、原

因は何だったのか。またなぜ千代田だけなのか、各家庭が一度に水を使用するからとはおかし

な回答、夕食の支度、お風呂はみんなが仕事から帰って、同じような時間になる。そのときに

水が出なくなるとは、町の上水道の役割は何なのかという厳しい意見もありました。この通告

を出した日の９日の全員協議会において、断水の原因究明と今後の対応について報告がありま

したので、その要点で結構ですから、報告をお願いします。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 原因といたしましては、大きく３点あろうかと考えております。ま

ず、１つとして、大きな漏水事故、２つとしまして、浄水場及び配水池などの水道施設機器の

故障、３つ目に、使用量増大の集中ということがあろうかと思います。まず、１つ目の大きな

漏水事故でございますけれども、漏水調査を行いながら、断水解除に向けた作業を行っており

ますが、小さな漏水は幾つかございました。ただ、影響与えるような大規模な漏水はありませ

んでした。２つ目の水道施設機器の故障についてでございます。２月２日の断水全面解除以降

の通常運転においては、現在も正常に稼働しております。このことによりまして、機器の故障

は認められないと判断をしております。３つ目の使用量増大の集中でございますが、水道使用

量を過去のものとまず比較検討を行いました。まず、条件が似ております前年同月と比較いた

しますと、今年の１月のほうがかなり多く水が使用されておることがわかりました。断水の前

後におきましては、使用量は、通常で推移している状況となっておりますけれども、これは１

月２３日からの記録的な大寒波の予報によりまして、凍結防止策として、低温時での夜間等の

流水が集中したものと考えられます。凍結防止のための流水を一般的に１分間に２００ｍｌと

いうふうにいわれておるようでございますが、これを蛇口等で実施されますと、１日で２８８

ℓ、ドラム缶１本強ですが、仮にこの量を上水道をお使いの方が実施されますと、１日の量に

なりますが、６１３ｔ、６１３㎥もの水量になります。全ての方が流水されたかというような

聞き取り調査などは行っておりませんけれども、夜間に通常よりかなり多くの水量が出ており
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ますので、多くの方が流水をされたものと分析をしております。ちなみに異常低温、２４日が

最低を記録しておりますけれども、この日は最高気温もマイナス４．３度、最低気温がマイナ

ス９．１度ということもありまして、そういった低温の状態が幾日か続いたということで、今

年度最大となりますけれども、３３１３立米を記録したと考えております。以上のようなこと

から、１月２５日から２６日にかけて使用量が連続的に多くなり、配水池への水の供給が間に

合わなかったことで、配水池の水位が進んだものと推測しております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） そういう報告ですけども、全世帯が２４時間、水を流しっ放しにするなん

てことは絶対あり得ない話、先ほどもありましたけども。さらにアンケートでも、町のほうは

聞き取りやってないとありましたけども、私のほうで聞いたアンケートでは、私は流していな

いという人は結構たくさんいらっしゃいましたよ。この凍結防止の流水が原因の一つにはなっ

たでしょう。しかし主要因にはなり得ず、今後、例えば凍結防止の流水はやってはいけません

よということになるのかと心配するんですが、そういうことになるんですか。お伺いします。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 凍結防止のためのものでございますので、それは町として、節水の

お願いをするものでございますので、いい悪いという判断は各ご家庭にお任せをいたします。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 任せられたのが今回の事態です。３日間ずうっと節水してくれ、漏水確認

してくれとあったんです。それでこの事件起きる。それで、この問題よりも大問題、大きな問

題あります。現在の上水道はふだんより少し多く使用しただけで断水する。これが明らかにな

ったんじゃないかということです。また、水位が回復できなかったということですけども、何

らかの手だてが打てなかったのかということです。この図をご覧ください。これは壬生配水池

の図です。ほかにもあるんですが、これは配水池だけ。なかなか仕組みがわからないんで、い

ろいろ聞きながら組んだんですが、浄水場から大体配水池に送られます。それは、この第１配

水池の水位で制御されます、自動の場合。３．５減って、３．１を下回ると水が今度は第３配

水池から第１、第２配水池に水が送られる。ですから、３．５から３．１の間は送られない、

その間にこちらへ来るんでしょう。しかし、その間にどんどんどんどん減るわけです。先ほど

ありましたように、使用水量はどんどんどんどんここから地域に行く、工業団地にいってるわ

けですから、どんどん減る、減ったら、こっちから来る、減ったらというのは自動の制御にな

っています。しかし、自動でやれるときはいいんですが、自動じゃだめなときあるんです。そ

れで配水池の送水を通してますと、第１配水池の水位が３．１以下にならないと、さっき言っ

た、水が第１、第２に送られないんです。そのためいろいろ聞きました。千代田の簡易水道時

代から業務を担当していた方々の話では、寒気が襲来するときは浄水場に泊まり込み、特別の

監視・管理体制をとって手動送水に切りかえ、水位に関係なく、能力いっぱいに水を送ったと

いうんです。そうやって水を確保したと。そうすれば、少しでも多く配水池に水を送ることが

できたのじゃないか、伺います。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 配水池は、今現在では１３１０ｔの３つの配水池は制御量がござい

ます。これに対しまして、配水池に送ります、きれいな水をためる池です、浄水池と言います

けれども、こちらが１２５ｔでございます。１２５ｔの水を手動におきまして、目いっぱい送



 

- 143 - 

っても、１０％に満たないという程度でございますので、送った後、空になった後は、たまる

までは手動でも送れませんので、それについては、いかがなものかなというふうに思います。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） そのとおりなんですよ。水ができてないんです、送ろうとしても。給水量

が既に限界に達している。水を処理する能力が落ちてる、落ちてなくてもいっぱいになってる

ということです。意見では、工業団地もでき、水の全体量が不足しているんじゃないかという

意見がありました。私は、６年前からの最大配水量と平均配水量を決算書に基づいて調べてみ

ました。これがそのグラフです。今では２９１２ｔ、これは１月２０日水曜日の水量です。木、

金も、この数十トンぐらい下回るぐらいでほとんど変わりません。それで寒波に入るわけです。

それでこういうふうに３３１３ｔまで伸びたわけです。この通常のときの配水量が、平成２１

年度のマックスを超えているんです、最大配水量は。じゃあこの浄水場はどういう能力を持っ

ているのかということなんですが、２８８０ｔ、これが先ほど浄水場の限界を言われましたけ

ども、２８８０ｔが１日の最大処理水量です。もう超えてるんです、これを。さらに幾ら、例

えば対策として、短期対策として、ろ過池の性能高めようという話もあるんですが、そうやっ

たとしても、井戸からの水をくめるのが３１８０ｔ、約３２００ｔなんです。そういうのが今

のここの千代田の上水道なんです。最大がそれを超える。ですから限界を超えているんです。

簡単に言いますと、過去のこのときの状況見ました。例えば平成２２年度に３３２４ｔ、これ

は１月です、ほぼ同じ、３日間続くんです、これが。さらに、平成２３年、マックスの３５８

０ｔ、これになったときは、同じように２月、４日間３０００ｔを超えるんです。そういう状

況になっても断水は起きなかったんです、過去は。しかし今は、２日間３３００ｔを超えた段

階で、もう水が送れない、これが現実なんです。お伺いしますが、既に毎日、浄水場の能力の

限界を超えており、ちょっとでも使用量がふえたり、寒波で処理能力が下がれば、水を送るこ

とができなくなる。先ほど言われましたけども、もう一度確認します。そうじゃありませんか。

伺います。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） まず、一番もとからいきます。井戸のほうですけれども、今現在、

場内に１つ、それと江の川対岸に１つ、主にこちらの２つの井戸を使っております。こちらの

過去のデータ、平成２２年からですけれども、対岸の井戸の取水量を量っております。こちら

のほうがマックスで２３５９ｔ、日です。それと場内井戸、こちらが２２１７ｔ、これマック

スです。ですから、こちらを両方とも２０００としてみたときに、最大ではございますけれど

も、４０００ｔという数字が出てくるのかなとは考えております。それと平成２７年の平均で

ございますけれども、これの数字は４月から１２月までの平均でございますが、２５６５ｔ、

４月から１２月までの平均が２５６５ｔでございました。最高が３１４５ｔでございます。３

０００ｔ超える日が、こちらは平成２７年の１月から１２月で見てみましたけれども、７月か

ら９月の間で５日間ほどございました。その中で、３１４５ｔが最高ということでございます。

３１４５トンでございますけれども、これぐらいの水は、この夏場に、去年の夏場に記録した

数字でございますけれども、そちらあたりでは浄水場には異常は来していないというふうに考

えておりますので、３１００ｔレベルの水では大丈夫ではないかと、今は考えておるところで

す。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 
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○１５番（美濃孝二） 場内の井戸の水が２２１７ｔ、それはまだ、今は使っていない井戸ですよ

ね。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 言い忘れておりました。現在、取水量を量れますのが、川、対岸の

井戸でございます。こちらのほうが取水量は量れますので、この取水量をその日の配水量から

引きますと、もう片方の水源のほうの量が出てくるという形での算出をしております。ですか

ら、３０００ｔその日に配水すれば、片方の今の取水メータがついたほうの井戸が１５００ｔ

であれば、もう残りの１５００ｔはもう１つの井戸から出ているという計算方法ではじいてお

ります。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 場内の２２１７ｔというのは、しっかりした数字じゃないんですよ。この

数年間、上下水道課どれだけ苦労しました、水源確保で。何百万もお金を使って、あちこち掘

って、揚水試験をして、ありませんというような結論じゃないですか。出ないんですよ。千代

田に水がない。それで、今後の対応について伺います。今、新しい井戸の話もありました。し

かし、まだまだこれはいつになるかわからない話です。あるかもわからない、どうか。しかし

大問題が迫っている。何か、例えば上水道を増設しようという計画もあります、３年かかりま

す。しかし、今年８月から千代田工業流通団地に進出した広島アルミが操業を開始し、水を供

給することになっています。商工観光課長に伺いますが、広島アルミは日量何ｔの水を使うん

ですか。お答えください。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 

○商工観光課長（隅田好則） 日平均１５０ｔと聞いております。また、最大では、日１８０ｔと

伺っております。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 昨年の６月１１日の全員協議会で、商工観光課長は、これは対応可能だと

言われました。根拠をお話ください。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 先ほども年間の平均水量を申し上げました。大体二千五、六百ｔか

ら七百ｔぐらいになるときもあろうかと思いますが、それぐらいということで、それに１８０

トンを足しましても、３０００ｔにはいかないと。これは２７年の実績でございますが、先ほ

ど申し上げましたように、３０００ｔを超える日が１年間で５日間で、最高が３１４５ｔとい

うことでございます。これに先ほどのアルミ分、最大の１８０ｔ足しますと、３３２５ｔとい

うことになりますけれども、先ほど申し上げましたように、３１００トンぐらいまでは実績と

して異常なく流れているということがございます。それに全員協議会でもご説明しましたけれ

ども、ろ過池のスピードを、これは水が濁ってもいけませんので、徐々に時間をかけて操作す

る必要がありますが、こちらのほうで浄水量を増やしていくと。ろ過池の面積が８００㎡余り

あります。これを一日のスピードを大体４ｍ少しにろ過スピードを設定していると思いますけ

れども、５０ｃｍ速くすると、４００ｔぐらいは水が浮いてくるという計算のもとで、一応３

５００ｔ程度ぐらいには高められるのではないかというふうには今現在考えているところでご

ざいます。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 
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○１５番（美濃孝二） 今回、２日間３３００ｔでした。ここに紫のやつ、これ１８０ｔです。平

均配水量はもう３１００ｔ超えます。最大配水量が３５００トン超えます。今回の事態が起き

たのに、この１８０ｔが加われば、何かあれば、今回のように断水が起きる可能性が非常に強

くなっている。ろ過池のこともありましたが、これは今の計画です。やれるかどうかわからな

い。だめかもしれない。そういう不安定な状況が今あるんです。にもかかわらず、この広島ア

ルミの進出を、それを知ってて、大丈夫だと思ったのかもしれませんが、認めたのか、町長に

伺います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 水の確保については、これまでもいろいろ井戸を掘ったりしながら苦労して

きたところでありますが、昨年から、実際に井戸を掘るのではなくて、江の川の水を使用して

という形での新しい取り組みに切りかえて今進んでおるところであります。これを３１年度か

ら供用開始ということで、今まで進めてきておったわけでありますが、３０年度から、できる

だけ早めて使えるようにしていきたいというふうには考えておりますけども、広島アルミさん

の進出につきましては、雇用の問題とか、いろいろな面で非常に歓迎しておるところでありま

すけども、水の確保については十分できると判断をして進めてきたところであります。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 十分できる判断をして進めてきたと。しかし、この水利権を獲得して、１

年早めても２３億円かかるという報告です。こんなお金を、今、金がなくて金がなくて、豊平

病院で３億円出すのに、どんぐり荘の３億円を１年延ばすような、こういう状況の中で、２３

億円もの財源が確保できるのか、聞きたいとこなんだけど、時間がないからやめましょう。こ

ういう状態が３年間、２年間から３年間続く、いつ断水になってもおかしくない状況が続く。

そういうことで、企業から、次のようなアンケートの回答がありました。長期になると操業に

影響したと思う。真の原因を探し出していかないと夏場の水の少ない時期に不足を起こすんじ

ゃないかと懸念しているという意見がありました。水道法の給水義務第１５条２項では、水道

事業者は、当該水道により給水を受ける者に対し、常時水を給水しなければならないと定めて

います。ただし、災害その他正当な理由があって、やむを得ない場合には全部または一部につ

き停止することができるとあります。そこで伺います。今のような水道の状況で、いつ断水に

なってもおかしくないような状況、改善も時間がかかるということがわかっている中で、新た

に１８０トン追加するわけです。そのために、この夏、断水が発生した場合は、水道法にいう、

正当な理由というふうに該当するんでしょうか。副町長に伺いましょう。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） このたびの水道使用者の方に多大なご迷惑をおかけしました。また、

今の議員ご説明のとおり、これからも心配されるんじゃないかというようなお話でしたけれど

も、このような事態は二度と引き起こさないよう、先ほども申し上げましたけれども、対策を

至急講じてまいります。また、先ほども町長申し上げましたが、浄水場の増設等も今現在取り

組んでおるところでございます。ただ、先ほどおっしゃいましたように、こちらも３年程度か

かってくるということがあります。そういうところもございますけれども、今回の教訓及び住

民、事業所等の皆様から寄せられたご意見、ご指摘を生かしまして、日々の維持管理の徹底、

状況判断の的確さをもって事業を進めてまいります。正当な理由について該当するのかという

ご質問でございますが、このたびのような不測の事態の場合は、正当な理由になり得ると判断
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をしております。しかしながら、先ほど申し上げましたが、二度とこのような緊急事態は引き

起こすことがないよう努めてまいりますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 先ほどからの議論で、水が足りない、水の処理能力が不足しているという

ことがずうっと述べられています。凍結防止のための流水という意見がどんどん遠くのほうに

いって、施設の問題に移ってきています。そういうことが指摘されているときに、正当な理由

になるかどうかというのは、例えば企業にとって、大損害が起きたというときに訴えられたり

したら負ける可能性だってあるわけです。きょうの質問で、断水の最大の原因が浄水場の能力

が限界に達しているためじゃないかということが、私としては決してなかなか認められないの

ですが、だと思います。それで、そういう事態のときに、例えば情報が伝わらないという話が

ありました。災害も起きるだろう。これをきたひろネットに加入していない人も含めて、全戸

にきたひろネット設置する必要があるんじゃないかという先ほど意見もあった。町長、どうす

るのか。きのうの答弁では、研究してるとかいう話だったと思いますけども、間に合うんでし

ょうか。それを指摘して、意見があれば、どうするのかお答えをしていただきたい。浄水場の

施設の増強、当然何年かかかるでしょう。その前にやることがあるんじゃないか。漏水対策、

毎日送水の１４％、４００ｔが漏水で水が漏れているんですよ。ここをきちっと直す、８６％

ですから。そういう状況。そして老朽化した水道施設の更新、これを急ぐべきじゃないかとい

うので、どう思うか伺いたい。それで、もう１つ、８月から広島アルミが操業したときに、絶

対に断水がないと断言できるかどうか、これは町長に聞きます。さらに、アルミは２０００ℓ

の溶鉱炉を稼働し、冷却水が必要と聞いています。もし供給できなくなると、大損害を与える

と思います。補償問題に発展しない、また発展したときどうするか、町長の答弁を求めます。 

○議長（加計雅章） 上下水道課長。 

○上下水道課長（清水繁昭） 先ほどの有収率のことについてお答えをさせていただきます。現在、

平成２２年度から漏水調査を毎年実施をしております。今後も実施をする予定としております

が、小規模な断水の場合、なかなか発見が困難な場合もあるという現状もありますけれども、

今後も引き続き、この事業を進めていきたいと考えております。また現在、今後考えていくべ

き管路の更新ということも、特に千代田地域など管路の耐用年数４０年を超えたところがもう

既に１１キロメートル余り、もう既に出てきております。こういったこともございますので、

こちらのほうの更新ということも必要になってくるかと思いますけれども、また、管路の更新

工事を、こちらのほうはいつからになるかはわかりませんけれども、実施することで、漏水箇

所の発見には繋がっていくのかなとは考えております。以上です。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 今回、断水事故ということで非常に迷惑をかけたわけでありますけども、先

ほど来、担当のほうからも申しておりますように、短期的な対策、長期的な対策、あわせて対

応することによって、こういった断水事故が二度と起きないようにしてまいりますので、ご理

解をいただきたいというふうに思います。それから、きたひろネットの関係でありますけども、

全戸加入に向けて、いろんな取り組みは並行して進めていきたいというふうに思いますし、一

方では、こういった災害、断水事故等経験する中で、できるだけ早い時期に取り組みをするよ

うに検討していきたいと考えております。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 
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○１５番（美濃孝二） 更新、いつになるかわからないと言いますが、これも大体２０億ぐらいか

かるわけですね。合わせて４０億以上のお金がかかる。しっかり考えていかないと大変なこと

になるんじゃないか。きたひろネットも、できるだけ早くと言われましたけども、町の責任で

設置するということを求めているわけであります。絶対に断水は起きないと断言できるかとい

う点では、やらないように決意が述べられました。起きたら大変です。自治体の最大の仕事は、

住民の命と財産、暮らしを守ることであり、そのためライフラインは絶対に止めてはならない

んです。今回の断水事件を契機に、きょう提案したことをしっかり受けとめていただき、安心

して住み続けられ、操業できる北広島町にするため力を尽くすよう強く求めて、次の質問、時

間があと２分しかありませんが、入ります。１つは、小規模企業振興の関係です。条例制定に

ついては、先ほどの質問で、平成２８年に制定するとのことでした。ぜひ、これはつくる、１

年前の一般質問で述べたときに、地域を支えるためには必要だという認識あったんですが、は

っきりしなかった。今回の条例提案もない。ぜひ、それは具体化をしていく。それと、この制

度つくるときに商工会の話がありましたが、小規模企業の団体はほかにもあります。民主商工

会という団体もあります。ですから、ほかの団体からも意見を聞くべきだと思いますが、いか

がですか。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 

○商工観光課長（隅田好則） 今、議員が申されましたように、民主商工会等もあるというふうに

は認識しておりますので、意見をどこまで聞くかというのはいろいろあるとは思いますけれど、

町の商工業の振興ということにつきましては連携をして事業のほう進めさせていただきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） ぜひ意見を聞いてほしいということです。一つだけ提案をしたことがあり

ます。１年前の３月議会で。住宅リフォームの助成制度について提案をしました。これは業者

の仕事を増やし、経済を元気にするものです。町長は、現行の補助制度と整合性を検証しなが

ら、非常に経済効果があると思うので、検討していきたいと答弁しました。検討した結果をお

答えください。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 

○商工観光課長（隅田好則） 住宅リフォーム助成制度につきましては、町民の住環境の改善や工

務店や個人経営の大工さんの受注機会の確保といった効果があるとは理解できます。しかしな

がら、補助金の基本的な考え方として、個人の資産形成に税金を投入することは、公平性・公

益性の点で問題があること、助成のあるなしにかかわらず、リフォームせざるを得ない状況が

あるため、施策として問題があること、さらに多大な財政出動が必要になることなどの問題が

あります。よって、現時点では、既存の助成制度である定住を目的とした新規定住化促進対策

事業補助金や介護支援を目的とした介護保険居宅介護住宅改修費による施策的に目的と対象者

を絞った助成制度を重点的に行っていきたいと考えております。そういうことを考えておりま

すので、現時点では、新たな住宅リフォーム助成制度の創設については考えてはおりません。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 補助金投入を個人の資産にするから問題だと言われましたけども、全国で

は試され済みの制度で、１７００のうちの７００以上は、この制度を、違反をして導入してい

るんでしょうかね。全く考えが後退をしてる。やはり地域の経済をどうするのか。地域内経済
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の循環というのが、この地域づくりには非常に大事であります。そのために例えば周辺の三次

とか安芸高田もそうです。１割の補助金を出して、その２０倍、３０倍の経済効果を生み出す

という、そういう点で実行してるんです。経済対策で実行しているんです。住宅だけじゃなく

て、商店や事業所、さらには空き家のリフォームにも全国では広げていこうという取り組みが

進められています。こういう点で、地域経済を元気にする、仕事を増やすということのために、

この前回の３月の一般質問では、町長も前向きの検討をするということだったんですが、非常

に後退をしたという点ですが、最後に町長の答弁を求めます。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） このことにつきましては、内部でもいろいろと検討をさせていただきました。

先ほど担当から答弁したように、経済効果はあるというふうに思っておりますけども、新規定

住対策、ここへ重点を置いて、今取り組んでおるというところでありまして、財政的にもなか

なか難しいという判断から、現在のところ、新しい助成制度は設けないという整理をさせてい

ただいたところであります。ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 美濃議員。 

○１５番（美濃孝二） 理解はできません。基本法、先ほどから問題になっている小規模企業振興

基本法、この精神はそういうことではない。条例をつくると言いましたが、そういう考えでは、

つくられる条例は全く効果のないものになってしまう。ぜひ改めてほしいということを述べて、

私の一般質問を終わります。 

○議長（加計雅章） これで美濃議員の質問を終わります。お諮りします。本日の会議はこの程度

にとどめ、明日１６日に延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。（異議なしの

声あり） 

○議長（加計雅章） ご異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会といたします。 

   なお、明日の会議は１０時から、本日に引き続き一般質問を行います。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ５時 ２０分  延 会 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 


